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○ 大阪府市では、2008年以降、府市が連携して取り組んだ様々な改革や政策転換を評価・総括

し、今後の政策課題に役立てていくものとして、関係所属の協力を得て、2014年、2018年の２

回にわたり、「改革評価プロジェクト」として「大阪府庁の点検・棚卸し結果」、「大阪市役所の点

検・棚卸し結果」を作成し、公表してきました。

○ 前回の改革評価から４年が経過した今般、９月29日の第７回副首都推進本部（大阪府市）

会議において、これまでの到達点検証を行うべきとの意見がありました。それを受けて、「副首都ビ

ジョン」のバージョンアップの参考等にも資するため、今回改めて府市で点検・棚卸しを実施しました。

「総括シート」様式

Why Vision What Outcome
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（１） 大阪府市統合本部・副首都推進本部
（２） 大阪府市における一体的な行政運営の推進
（３） 2019年 Ｇ20大阪サミットの開催
（４） 万博開催に向けた取組み
（５） IR実現に向けた検討
（６） 国際金融都市実現に向けた取組み
（７） スマートシティ戦略の推進
（８） スーパーシティ構想
（９） 特区制度の活用
（10） まちづくり

① うめきた２期
② 新大阪駅周辺
③ 大阪城東部地区
④ 夢洲

（11） 組織・事業の一元化
① 大阪府中小企業信用保証協会／大阪市信用保証協会
② 大阪府立公衆衛生研究所／大阪市立環境科学研究所
③ 大阪府立産業技術研究所／大阪市立工業研究所
④ 府立消防学校／市立消防学校
⑤ 府営住宅／市営住宅
⑥ 府立特別支援学校／市立特別支援学校
⑦ 大阪急性期・総合医療センター／市立住吉市民病院
⑧ 大阪府立大学／大阪市立大学
⑨ 大阪産業振興機構／大阪市都市型産業振興センター
⑩ 府営港湾／市営港湾
⑪ 府立高校／市立高校
⑫ 大阪観光局の設置

（12） 有識者を交えた府市合同の戦略会議
（13） その他事業連携等

① 都市魅力に関するイベントの開催
② 大阪府市文化振興会議・アーツカウンシル部会の設置
③ 大阪府立中之島図書館・大阪市中央公会堂の連携
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■大阪府市統合本部会議 開催経過

回 議題

第１回
2011.12.27

・大阪府市統合本部について
（１）府市統合本部の役割等について
（２）大都市制度関係について
（３）広域行政関係について

第２回
2012.1.12

・大阪のグランドデザインについて
・大都市制度に関する条例案について

第３回
2012.1.25

（報告事項）
・大阪のグランドデザインについて

（協議事項）
・都市魅力創造について
・教育基本条例について

第４回
2012.1.30

（協議事項）
・教育基本条例について

第５回
2012.2.8

（報告事項）
（１）大阪府市統合本部検討体制の強化について
（２）大阪にふさわしい大都市制度の推進に関する条例

（案）について
（協議事項）
（３）職員基本条例について

第６回
2012.2.13

（協議事項）
（１）エネルギー戦略について

（報告事項）
（２）「広域行政」の一元化に関する今後の進め方について

第７回
2012.3.29

（報告事項）
（１）「広域行政」の一元化

経営形態の見直し項目（Ａ項目）の論点整理について
（２）大阪にふさわしい大都市制度推進協議会等について

（協議事項）
（３）グランドデザイン・大阪について

第８回
2012.4.10

（協議事項）
（１）関西電力株式会社への株主提案について
（２）都市魅力戦略について

回 議題

第９回
2012.4.24

（協議事項）
（１）「広域行政」の一元化

経営形態の見直し項目（Ａ項目）について
(1)一般廃棄物
(2)下水道
(3)港湾

第10回
2012.5.8

（協議事項）
（１）経営形態の見直し項目（Ａ項目：地下鉄）について

（報告事項）
（２）類似・重複している行政サービス（Ｂ項目）の論点整理

について

第11回
2012.5.14

（報告事項）
（１）大阪にふさわしい大都市制度推進協議会に向けて

（協議事項）
（２）信用保証協会について

第12回
2012.5.29

（協議事項）
（１）近現代史の教育のための施設について
（２）経営形態の見直し項目（Ａ項目）について

(1)病院
(2)消防
(3)大学（新大学構想会議（仮称）の設置について）

第13回
2012.6.5

（協議事項）
（１）公衆衛生研究所・環境科学研究所
（２）産業技術総合研究所・工業研究所

（報告事項）
（３）地方独立行政法人制度に係る法的課題について

第14回
2012.6.19

（協議事項）
（１）都市魅力戦略について
（２）グランドデザイン・大阪について
（３）経営形態の見直し項目（A項目）の基本的方向性に

ついて
（４）類似・重複している行政サービス（Ｂ項目）の基本的

方向性について

第15回
2012.6.26

（報告事項）
（１）エネルギー戦略について
（２）被災地の廃棄物の広域処理について
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■大阪府市統合本部会議 開催経過

回 議題

第16回
2012.9.4

（報告事項）
（１）経営形態の見直し検討項目（Ａ項目）及び類似・重

複している行政サービス（Ｂ項目）基本的方向性
（案）工程表について

（２）Ａ項目及びＢ項目以外の事務事業の類型化、見直し
等の取組状況について

第17回
2012.11.16

（協議事項）
（１）「医療戦略会議（仮称）」の設置について

（報告事項）
（２）経営形態の見直し検討項目（Ａ項目）について

・病院（府立急性期・総合医療センターと住吉市民病院
の機能統合）

（３）類似重複している行政サービス（Ｂ項目）について
・公衆衛生研究所・環境科学研究所

（４）経営形態の見直し検討項目（Ａ項目）について
・消防（府・大阪市消防学校の組織統合）

第18回
2013.2.8

（報告事項）
（１）新大学構想会議の報告
（２）規制・サービス改革部会
（３）府市の医療関連分野の再構築
（４）エネルギー戦略会議の報告
（５）経営形態の見直し検討項目（Ａ項目）及び類似・重

複している行政サービス（Ｂ項目）の進捗について
（６）大阪府市大都市局の設置について

第19回
2013.3.15

（協議事項）
（１）経営形態の見直し検討項目（Ａ項目）について

・病院（府立急性期・総合医療センターと住吉市民病院
の機能統合）

第20回
2013.4.23

（協議事項）
（１）大阪府市規制改革会議（仮称）について

第21回
2013.8.27

（報告事項）
（１）大阪府市規制改革会議について
（２）大阪府市医療戦略会議について
（３）経営形態の見直し検討項目（Ａ項目）及び類似・重

複している行政サービス（Ｂ項目）の進捗について

回 議題

第22回
2014.1.28

（協議事項）
（１）経営形態の見直し検討項目（Ａ項目）について

・文化施設
（２）類似・重複している行政サービス（Ｂ項目）について

・特別支援学校・高等学校
（報告事項）
（１）府立中之島図書館及び市中央公会堂について

第23回
2014.4.18

（協議事項）
（１）類似・重複している行政サービス（Ｂ項目）について

・特別支援学校
（報告事項）
（１）類似・重複している行政サービス（Ｂ項目）について

・公衆衛生研究所・環境科学研究所（大阪健康安全基
盤研究所）

（２）経営形態の見直し検討項目（Ａ項目）について
・文化施設（大阪市博物館協会）

第24回
2014.6.17

（協議事項）
（１）経営形態の見直し検討項目（Ａ項目）について

・港湾
（報告事項）
（１）府立中之島図書館及び市中央公会堂について

第25回
2014.9.2

（協議事項）
（１）経営形態の見直し検討項目（Ａ項目）について

・公営住宅
（その他報告）
（１）改革評価について

第26回
2014.11.25

（報告事項）
（１）経営形態の見直し検討項目（Ａ項目）について

・大学

第27回
2014.12.25

（報告事項）
（１）「10年後の大阪を見すえて」について

（その他）
（１）先行的に取組む広域的な新規・拡充事業について
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■副首都推進本部会議 開催経過
回 議題

第１回
2015.12 .28

（１）副首都推進本部の設置について
（２）副首都推進に向けて（有識者との意見交換）
（３）その他

第２回
2016.2.9

第１部
（１）ゲストスピーカーによる講話

「大阪への本社機能を含む第二の拠点の新設について」
ロバートＬ．ノディン氏（A I Gシﾞｬハﾟン・ホｰルテﾞｨンクﾞス

株式会社代表取締役社長兼CEO）
第２部
（１）副首都の概念・必要性について（意見交換）
（２）今後の進め方
（３）その他

第３回
2016.4.19

第１部（※）
（１）大阪府立大学・大阪市立大学統合に向けた検討体制

や進め方について
（２）府立公衆衛生研究所・市立環境科学研究所統合に向

けた検討体制や進め方について
第２部
（１）副首都の概念（必要性・意義・役割）の整理
（２）これからの検討の進め方

第４回
2016.7.22

（１）大阪における新たな大都市制度（総合区制度・特別区制
度）について（※）

（２）その他（※）

第５回
2016.8.22

（１）大阪府立大学・大阪市立大学の統合に向けた検討状況
について（※）

（２）府立産業技術総合研究所・市立工業研究所の統合に向
けた検討状況について（※）

（３）府立公衆衛生研究所・市立環境科学研究所の統合に向
けた検討状況について（※）

第６回
2016.9.21

（１）「大阪の副首都化に向けた中長期的な取組み方向」の中
間整理案について

第７回
2016.12.27

（１）主な府市連携課題の検討状況について（※）
（２）副知事・副市長会議の設置について（※）
（３）その他（※）

第８回
2017.1.31

第１部（※）
（１）IR推進会議について
（２）2025日本万国博覧会開催に向けた府市の取組について
（３）国連犯罪防止・刑事司法会議（コングレス）の誘致につ

いて
（４）総合区・特別区（新たな大都市制度）に関する意見募

集・説明会の報告
（５）Ａ項目及びＢ項目以外の事務事業の取組みについて
第２部
（１）「副首都ビジョン（案）」について

回 議題

第９回
2017.6.20

（１）府市連携課題の進捗状況について（※）
・主な連携課題の進捗状況
・副知事・副市長会議の報告

（２）副首都実現に向けた都市機能の強化について（※）
（テーマ１）・消防
（テーマ２）・スマートシティ

・データマネジメント
・パブリックヘルス／スマートエイジング

第10回
2017.8.29

（１）副首都実現に向けた都市機能の強化について（※）
・副首都実現に向けた都市シンクタンク機能の検討
・副首都にふさわしい府域水道のあり方

（２）大阪府立大学・大阪市立大学の統合に向けた検討状況
について（※）

（３）副首都・大阪に向けた取組み状況について（※）

第11回
2017.11.9

（１）Ｇ20サミット首脳会議の誘致について（※）

第12回
2018.1.26

第１部（※）
（１）副首都実現に向けた都市機能の強化について

・下水道
・消防（救急機能）

第２部
（１）副首都・大阪に向けた取組み状況等について

第13回
2018.4.2

2019年Ｇ20大阪サミット推進本部の設置について（※）

第14回
2018.6.28

（１）副首都実現に向けた都市機能の強化について（※）
・中小企業支援団体（経営支援）のあり方
・副首都にふさわしい府域水道のあり方

（２）改革評価について（※）

第15回
2018.11.16

（１）大阪における新たな大都市制度（総合区制度・特別区制
度）について

（※）大阪府と大阪市の指定都市都道府県調整会議としての議題
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■副首都推進本部会議 開催経過
回 議題

第16回
2018.12 .20

（１）新大阪駅周辺地域のまちづくりの検討体制について（※）
（２）副首都実現に向けた都市機能の強化について（※）
（３）改革評価について（※）

第17回
2019.2.12

（１）万博会場予定地南エリア30ヘクタール埋立の追加工事について（※）
（２）ＩＲ（統合型リゾート）の誘致に向けた府市の取組みについて（※）

第18回
2019.5.20

第１部（※）
（１）副首都実現に向けた都市機能の強化について
第２部
（１）副首都・大阪に向けた取組み状況等
（２）大阪におけるスマートシティについて

第19回
2019.8.27

第１部
（１）大阪の観光戦略について
（２）大阪の臨海部の戦略について
第２部（※）
（１）副首都実現に向けた都市機能の強化について
（２）府立大学と市立大学の統合に向けた検討について

第20回
20 20 .1.22

（１）これまでの副首都推進本部での検討経過報告
（２）大阪府、大阪市及び堺市における観光施策の連携について
（３）副首都・大阪に向けた取組み状況等

第21回
2020.12.28

（１）府市一体化・広域一元化に向けた条例の検討にあたって（※）

第22回
20 21 .1.22

（１）府市一体化・広域一元化に向けた条例について（※）

（※）大阪府と大阪市の指定都市都道府県調整会議としての議題
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╗ טּ ¤╗ טּ 2020 È É

ӥ
¤╗ טּ

2019
2022

Ӧ
☺

☺ ǡ
ǫǡ┌

┌
2015 ƾǼ ǫ┌
2023  Ǚǡ┌

ӧ
טּ

ǡ
טּ

ǡ
טּ 2019

ǡ
Ǣ ǫǡ Ǟ ƻǙ  Ƿ ¤

ǝǜ ǚǡ ȅ ǴǾ

☺ ǡ ǊÈŶ ÉÈ14 Éǡ È É 1/2

10



Ө
זּ

זּ ¤Ȝɜ
ȤȬȠɐɜ ȅ
Ǵǒ ☺

ǡ
≠

2017 זּ ǡ◖ ┐ ȅ ƹ ǡ
2021 CWOǛ20 ǡ ≠

ǡ
PFI 2021 ꜠ ◖☺ ÈƅŻžÉ

זּ╓
ǡ

ⱱ 2021 זּ ȼȡɐɜ

ө
זּ

טּ
ǡ

טּ☺ 2018 ȢȨºȱטּ☺

Ӫ
ȹȢ

ǡ
טּ☺ 2018 ȢȨºȱטּ☺

ӫ
╗
È É

Ǉǲ ǡ ╓
╗Èטּ
É

╗ 2015 ╗

Ӭ
╗
È É

≠ ǡטּ
¤ ǡ

ǡ
≠

2019 ɀɒɜ2.0
2022 ɀɒɜ3.0

ӭ
╪

╪
ŧ

ǡ
☺

2019 ╪ Ǟ ǌǾ
(2027 ǡ ȅǴǉǌ)

2027 ╪ ǫ È É

Ŧ
ǡ

┌ 2022 ┌

Ʉºɉ
ǡ

☺ 2014

Ӯ
Ǧ

ȅ
Ǟ┌

ǡ 2022 ≠ ȅ╥ǀטּ ǀ ǴǾǆǛǚ ☺ǡ ȅטּ Ǿ
ǆǛȅ

☺ ǡ ǊÈŶ ÉÈ14 Éǡ È É 2/2
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ǚ ¤ ǊǙƷǾ ȞºȼȢÈŷ ÉÈ22 Éǡ È É 1/2

Ŧ.

ǡ

¤╗ טּ 2017

♥ שּ ¤╗ טּ 2017 ↨

ŧ.

ǡ

¤╗ טּ 2014 ☺

C ǡ Ǌ¤ טּ
Ǌ¤

טּ
2012 ȅ טּ
2017,20 ȅ

═ ǡ Ǌ¤ טּ
Ǌ¤

טּ
2013 ȅ טּ
2013 ȅ╗ טּ

ǡ Ǌ¤ טּ
Ǌ¤

טּ

2013 ȅ
2018,19 ǡ╗ ȅ ǫ
┌

  ǚƵǾ
ǡ ֜ǫǡ┌ ȅǴǉǌ

ǡ Ǌ¤ טּ
Ǌ¤

טּ
ǒǝ ȅ ǛǊǙƷǒƿ  ǡǒ
Ǵ

֜ ֜ ¤╗ טּ ¤╗ טּ
2014 ֜

  ֜Ǜ ֜ǡ ☺
ȅǴǉǌ

טּ ȤɜȨº טּ ¤╗ טּ ¤╗ טּ Ƶǽ ǞǗƷǙ 12



ǚ ¤ ǊǙƷǾ ȞºȼȢÈŷ ÉÈ22 Éǡ È É 2/2

Ũ. ǡ

ǡ

ⱱ ⱱ ǫ┌ ┌ 2016 ƾǼ ǫ┌

ǫ┌ ┌ 2022 ƾǼ ǫ┌

ɇȍȲºɉƽƽǈƾ
È É

È
ȤɜȨºÉ

¤╗ טּ 2019

꞉ ꞉
ȅ ǡ  

ȢȱȬȘȅ
Ǌ¤ ǡ   ǡ ≠ ǡ

╔ ꞉ ╔
ȅ ǡ  

ȢȱȬȘȅ
Ǌ¤ ╔ Ǣ ǚ ╓ ƿ◖☺Ǌ 

꞉ ╔ Ǣ ȢɆºȭǡ ǛǊǙ

ȢɆºȭC ɀºɔ
ȅ ǡ  

ȢȱȬȘȅ
Ǌ¤ ȢɆºȭCǢ ╓ ƿ◖☺Ǌ  ɀºɔǢ

סּ ǝ ǛǊǙ

ȼȬșȹɜ
ȖȬȣɀɒȟ

ȅ / ǡ
Ǌ¤ טּ

Ǌ¤
2021 ȼȬșȹɜǢ ǫ┌
2018 ȖȬȣɀɒȟǢ ǚ Ǌǒ◖☺ Ǟǻ

Ǿ◖☺

ȍɜȯȬȘȢ ȅ
Ǌ¤

MICE

ǆǜǵ ǆǜǵ ǡ Ǌ¤ טּ
Ǌ¤

2014 √  ǦȂ ǡ

ƿƷ C
ÈȾȊȍɜɀɒȟ É

ƿƷ ȢɆºȭC ȅ
Ǌ¤

2013 ȾȊȍɜɀɒȟ ȅ
2021 Ǣ ǡ ȅ ¡ Ū ȅ Ǟ ¤

ǡŧ ǡƵǽ

ȲºɜȤɜȨº Șɕȓ
ȅ / ǡ

Ǌ¤ טּ
Ǌ¤

ǡ ȞºȼȢǡ ǝǜ
2015 ÔȘɕȓ ÕȅÔ ╔ǙƷȀƷȀ Ȥɜ

ȨºÕǫ┌ Ǌ  ǒǞÔ ȤɜȨº
╔Ǚ ⱱ ÕǛǊǙ טּ

2016 Ôǆǜǵ ȤɜȨºÕȅÔȘɕȓטּ ÕǞ┌
Ǌ טּ

ǆǆȀ C ǆǆȀǡ C ¤╗ טּ ¤╗ טּ
ǒǝ ȅ ǛǊǙƷǒƿ  ǡǒ
Ǵ

₲ C C ȅ
Ǌ¤ ǒǝ ȅ ǛǊǙƷǒƿ  ǡǒ

Ǵ

13



☺ ǡ ǊÈŶ ÉÈ24 Éǡ È É

¤ ǊǙƷǾ ȞºȼȢÈŷ ÉÈ22 Éǡ È É

È É

È22É

¤╗ טּ ũ Ŧ ŧ Ŭ

┌ ŧ ŧ

Ǌ¤ טּ ŧ Ŧ Ŧ ũ

Ǌ¤ ŭ Ŧ Ů

È É 16 Ũ ŧ 22

È É

ǡ
È13É

טּ☺ ŧ ŧ

טּ ŧ ŧ

☺
È ǫǡ ǳÉ

Ŧ ŧ Ũ

┌ Ŧ Ŧ

≠ Ŧ ŧ Ũ

PFI ŧ ŧ

ť

ÈŬÉ

¤╗ טּ Ũ ŧ Ū

┌ Ŧ Ŧ

Ŧ Ŧ

ÈũÉ

╗ Ŧ Ŧ

טּ ŧ ŧ

ⱱ Ŧ Ŧ

È É 12 12 24

14



þ ǞƽǄǾ

2011.12.27È Ŧ É
¤ ǡ ǛǊǙ Ô ╓ ¤ ǡƵǽ Ǟ ǌǾǆǛÕȅ⅛ƹ
¤ӡ ǡ   Ӣ לּ  ӣ ǡ ǡ ȅ Ǚ  ǚ ȅ ǌǾ

¤Ô ╓ ¤ ǡ Ǆ ╗ ǡ∏טּ Õȅ ƹ

2012.3.29È Ŭ É ¤ ☺ ǡ Ǌ ÈŶ Éǡ
2012.5.8 È 10 É ¤ ¤ ǊǙƷǾ ȞºȼȢÈŷ Éǡ

2012.6.19È 14 É ¤ ☺ ǡ Ǌ ÈŶ Éǡ ǞǗƷǙ

¤ ¤ ǊǙƷǾ ȞºȼȢÈŷ Éǡ ǞǗƷǙ

üŶ¥ ☺ ǡ
ú זּ ú ☺
úȹȢ ú ╪ ú
ú טּ ú
ú ú╗
ú ú ǝǜ

üŷ¥ Ǟǻǽ ȞºȼȢ טּ
ex. 
ú Ǜ
ú Ǜ
ú ♥ Ǜ שּ

üŸ¥ ǡ
úÔ ╓ ÕÔ ╓ Õ
Ô ÕÔ Õ
Ô ÕÔ Õǫ Ǆ
Ĥ   Ǌ

ü   Ǜǡ ǡ
ü Ƿ Ǜǡ
È ǚ É
ü Ǜǡ ǡ

ӡ ǡ   לּ

ü ≥ ǡ
Ĥ ƾ ƾ 

ǡ ǡ ǡ
È  Éטּ
Ǣ

Ӣ

ü ǡǵǛǚǡ
Ĥ Ǜ ǡ ǚ
ü ȅ ǛǊǝƷ

Ĥ ╓¤ ǫǡ ┌   ǫǡ ≠
ü ☺ ǡ סּ
Ĥ  טּ☺   ǫǡ ┌

Ώ ǡ

ǡ

15



ÈŧÉ ǞƽǄǾ╗ ǝ ◖☺ǡ

Why Vision What Outcome

2011

2020 11

2021.4

2021.6

2021.11

2021.11

2022.1
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ü ¥ ¥
È Ǣ  ǡ Ƿ Ǟ ǌǾ ǡǛǽǱǛǴȅ ƹÉ

ü ǚǢ  ƿ ǡ ǞƽƷǙ ȅ ǂǊ ≥Ǟ ǴǾ

ü ǡ ǝ
øÔ ǡ Õǝǜ  ǡ ¤ Ǟ ǌǾ ǡ
øÔ ǡǱǔǘǂǽșɒɜȲȰȟȍɜÕǝǜ  ǡ ¤ ȅ ƻ
Ǿ ǡǱǔǘǂǽǷ ╓ ǝ ǡ
øÔ ȢɇºȱȠȯȌ Õǝǜ ICT¤ǐǡ ǡ ǝ ǡ
ȅ Ǿ ǡ
øǐǡ   ǡ Ƿ ǝǜǡ
È↨ ¤↨ Ǟ ǌǾ ǞǗƷǙǵ ǂ É
ø Ǟ Ǿ ǡ ǡ Ƿ

ǡ ¤ ǡ ǝ ȅ ǌǾȱȬɀ ǛǊǙ 
Ô ( ) Õȅ

ă ǛǊǙ∞ Ǆ

þ È É Ǧ È ÉǞƽǄǾ╗ ǝ ◖☺ǡ Ǟ ǌǾ È ╗ Éǡ

ǡ

Ǜ

ȅ

טּ

Ô ǡ╗ ǝ ǡ ǲÕ Ô ǡ╗ ǝ ◖☺Ǟ ǝ
ǡ ǡƹǔ  ǝ ȅ ǌǾ ǲÕȅǐǿǑǿ

ø ǚ◖ ǊǙǀǒÔ Õȅ Ǟ∞ ǘǄ
Ĥ ¤↨ ȅ ǴǾ
Ĥ ǡ Ʒ ȅ
øÔ ǡ ǛǝǾ ǡ ÕǛ Ô ╓ ǚ ǡ ǝ
ǛǝǾ ÕǞǗƷǙ  ƾǼ Ǟ ǡ≠ ȅ
Ĥ ǱǍǢ ǚ ȅ ǂǌ
Ĥ ȅ Ǟ  ƿ ╓ǡ Ǟ ȅ ǖǙ ǽ ǳ

╓ ǡ

╗ ǡ

ȢȽºȲ ǡ

ǡ

ǈǿǾ וֹ

¤

ǡ

ǡ

¤

ȅ
ǈ
Ǽ
Ǟ
נּ

È É

ӡ ǡ
ŗ  IR      

ŗ ↨    
     

Ӣ ǡ≠ ȅ
ŗ ǡ Ǟ Ǆǒ ǡ
ŗ ǡ ¤ Ǟ ǝ ╓ ǝ ǡ

ǡ ǡ   ǡ Ƿ
≠ ¤ ǡ Ǣ ƾǼ  ǝ ȅ

ƿ╗ Ǟ ǽ ǳ

ǡ ǝ ƻ

ǝ ǡ

¤ ɇȢȨºɀɒɜÈ ╓ǡ   Ǧ ǡ É
¤ ╓
¤
¤ È É
¤ ╗ ¤
¤
¤ ╗ ǡ Ǣǐǡ ╓
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■副首都推進本部（大阪府市）会議 開催経過

Ŧ
2021.4.8

ÈŦÉ Ǧ ǞƽǄǾ╗ ǝ ◖☺ǡ ǞǗƷǙ
¤ È É ◖☺ È∏ÉǞǗƷǙ
¤ ≠ Ǟ Ǿ È∏É ǞǗƷǙ

ŧ
2021.4.27

ÈŦÉ ≠ Ǟ Ǿ ǞǗƷǙÈ ǡ Ǟ ǌǾ É
ÈŧÉ ≠ Ǟ Ǿ ǞǗƷǙÈ ǡ Ǟ ǌǾ É

ǡ ǞǗƷǙÈ Ǟ ǌǾ É
ÈŨÉ ǡ ǞǗƷǙÈ Ǟ ǌǾ É

Ũ
2021.8.30

ÈŦÉ ȼȡɐɜǡȹºȡɐɜȋȬɀǞ ǄǙÈ ǡ Ǵ É
ÈŧÉ ǊƷǱǔǘǂǽǡșɒɜȲȰȟȍɜǡ ǞǗƷǙÈ ǡ Ǵ É
ÈŨÉ ȢɇºȱȠȯȌ Ver2.0ǡ ǞǗƷǙ

ũ
2021.11.15

ÈŦÉ ǡ ǲǞǗƷǙ
ÈŧÉ ↨ ǡ ǲǞǗƷǙ

Ū
2021.12.21

ÈŦÉ ¤ ╓ǡ Ǟ ǌǾ È∏É ǞǗƷǙ

ū
2022.4.14

ÈŦÉ ♯ ╓ǡǱǔǘǂǽǞǗƷǙ Ǯƾ

Ŭ
2022.9.29

ÈŦÉ ȼȡɐɜǡȹºȡɐɜȋȬɀǞ ǄǙÈ ǞǗƷǙÉ

18



ÈŨÉ2019 ż20 ȞɈȬȱǡ

Why Vision What Outcome

20

2017 11
G20

2018 2
G20

2019 20

PR

20

19



2019年6月28日及び29日、G20大阪サミットが開催された。

《開催による成果》

○安全・安心な会議環境の確保 ○大阪・関西の魅力発信 ○子ども・若者たちの参加

■G20大阪サミット

20

【日時・場所】

ü2019年6月28日（金）・29日（土）

インテックス大阪（本会議場、国際メディアセンター等）

【参加国・機関等】

üG20：

アルゼンチン、豪、ブラジル、加、中、仏、独、印、インドネシア、伊、

日、メキシコ、韓、南ア、露、サウジアラビア、トルコ、英、米、EU

ü招待国・国際機関：

オランダ、シンガポール、スペイン、ベトナム、タイ、エジプト、チリ

（APEC議長国）、セネガル（NEPAD議長国）、国連、IMF、

世界銀行、WTO、ILO、FSB、OECD、ADB、WHO

üこれまでに開催されたサミットと異なり、

都市部で開催された我が国で初めての事例

üＧ20各国に加え、招待国の首脳や多くの国際機関も参加し、

我が国が主催するサミットとしては史上最大規模

今回のサミットの特徴開催概要

HP



ÈũÉ Ǟ Ǆǒ ǲØ Ù

Why Vision What Outcome

2014 8

2025

2020

2025

2025

2025
2016

2017 3

2025

4

BIE

2018 11
BIE

2017 2018

BIE 4

7
TICAD

2017 2018

133
2018 11

277
290

-

-
-

-
-

21



ÈũÉ Ǟ Ǆǒ ǲØ Ù

Why Vision What Outcome

2020

2025
2020 12 BIE

2025

142 8
2022 10

2025
β

2025

2025
2021 12 Ver.1 2022

6 Ver.2

1000

22



ÈũÉ Ǟ Ǆǒ ǲØ Ù

Why Vision What Outcome

PR 2025

2025
PR

30ha R3

2025

2025

2025
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▲
16

年
12

月

経
済
産
業
省
「
２
０
２
５
年
国
際
博
覧
会

検
討
会
」
設
立

▲
15

年
9

月

ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
視
察
、

Ｂ
Ｉ
Ｅ
ロ
セ
ル
タ
レ
ス
事
務
局
長
と
意
見
交

換

▲
16

年
6

月

「
２
０
２
５
年
万
博
基
本
構
想
検

討
会
議
」
設
置

▲
17

年
11

月

府
議
会
に
お
い
て
、
「
２
０
２
５

大
阪
万
国
博
覧
会
誘
致
推
進
議
員
連
盟
」
発

足

▲
17

年
10

月

府
議
会
に
お
い
て
、
「
２
０
２
５

年
国
際
博
覧
会
誘
致
特
別
委
員
会
」
設
置

▲
16

年
11

月

「
日
本
万
国
博
覧
会
基
本
構
想
」

を
国
へ
提
出

▲
17

年
4

月

立
候
補
と
開
催
申
請
の
閣
議
了
解

▲
17

年
4

月

Ｂ
Ｉ
Ｅ
へ
立
候
補
表
明
文
書
提
出

▲
17

年
6

月

Ｂ
Ｉ
Ｅ
総
会
で
の
第
1

回
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
実
施

▲
17

年
11

月

Ｂ
Ｉ
Ｅ
総
会
で
の
第
2

回
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
実
施

▲
18

年
11

月

Ｂ
Ｉ
Ｅ
総
会
で
の
第
4

回
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
実
施

▲
18

年
11

月

投
票
・
開
催
地
決
定

▲
17

年
3

月

「
２
０
２
５
日
本
万
国
博
覧
会
誘
致
委

員
会
」
設
立

▲
16

年
11

月

大
阪
府
・
大
阪
市
・
関
西
広
域
連

合
・
関
西
大
経
済
連
合
・
関
西
経
済
同
友

会
・
大
阪
商
工
会
議
所
に
よ
り
「
２
０
２
５

日
本
国
万
国
博
覧
会
誘
致
委
員
会
準
備
会
」

設
立

▲
15

年
4

月

[

国
際
博
覧
会
大
阪
誘
致
構
想
検

討
会
」
設
置

▲
17

年
4

月

「
大
阪
府
万
博
誘
致
推
進
本
部
」

設
置

▲
18

年
3

月

Ｂ
Ｉ
Ｅ
調
査
団
来
日
・
現
地
視
察

▲
17

年
9

月

Ｂ
Ｉ
Ｅ
事
務
局
に
立
候
補
申
請
文
書

（
ビ
ッ
ド
・
ド
シ
エ
）
提
出

■万博検討の経緯と開催地決定までのスケジュール

2015 年 2016 年 2017 年 2018 年

《

国
・
誘
致
委
員
会
の
動
き

》

《

大
阪
の
動
き

》

▲
18

年
6

月

Ｂ
Ｉ
Ｅ
総
会
で
の
第
3

回
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
実
施

▲
17

年
6

月

誘
致
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

▲

18

年
2

月

大
阪
市
会
に
お
い
て
、
「
大
阪

市
会
２
０
２
５
大
阪
万
国
博
覧
会
誘
致
推
進

議
員
連
盟
」
発
足

24



▲
19

年
１
月

「
（
一
社
）
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧

会
協
会
」
設
立

▲
21

年
3

月

大
阪
パ
ビ
リ
オ
ン
に
か
か
る
「
２
０

２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
出
展
参
加
基
本
構

想
」
策
定

▲
21

年
2

月

「
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
大

阪
パ
ビ
リ
オ
ン
推
進
委
員
会
」
設
立

▲
20

年
9

月

「
国
際
博
覧
会
推
進
本
部
」
発
足

▲
20

年
12

月

Ｂ
Ｉ
Ｅ
総
会
に
お
い
て
、
登
録
申
請
書
承

認→

正
式
な
参
加
招
請
が
開
始

▲
21

年
12

月

「
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ンV

e
r.

1

」
を
策
定

▲
19

年
5

月

「
平
成
三
十
七
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
博

覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措

置
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定

▲
20

年
4

月

「
万
博
の
桜
２
０
２
５
」
寄
附
募
集

開
始

■開催地決定以降のスケジュール

2019 年 2020 年 2021 年

《

国
・
博
覧
会
協
会
の
動
き

》

《

大
阪
の
動
き

》

▲
21

年
8

月

「
２
０
２
５
年
に
開
催
さ
れ
る
日
本
国
際

博
覧
会
（
大
阪
・
関
西
万
博
）
に
関
連
す
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
計
画
」
を
策
定
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▲
20

年
12

月

「
基
本
方
針
」
を
閣
議
決
定

▲
20

年
12

月

「
基
本
計
画
書
」
を
策
定
・
公
表

▲
19

年
10

月

「
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
」

が
公
益
社
団
法
人
へ
移
行

▲
20

年
７
月

会
場
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
会
場

運
営
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
テ
ー
マ
事
業
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
決
定

▲
20

年
8

月

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
決
定

▲
20

年
12

月

「
日
本
政
府
出
展
事
業
基
本
構
想
」
策
定

▲
21

年
12

月

催
事
企
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
決
定



▲
22

年
1

月

「
大
阪
府
・
大
阪
市
万
博
推
進
局
」

設
置

■開催地決定以降のスケジュール

2022 年

《

国
・
博
覧
会
協
会
の
動
き

》

《

大
阪
の
動
き

》

▲

22

年
2

月

「
バ
ー
チ
ャ
ル
大
阪
」
を
本
格

オ
ー
プ
ン
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▲

22

年
3

月

「
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会

大
阪
パ
ビ
リ
オ
ン
出
展
基
本
計
画
」
を
策
定

▲

22

年
4

月

「
大
阪
・
関
西
万
博
の
成
功
に
向

け
た
機
運
醸
成
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

（V
e
r.

1

）
」
を
策
定

▲

22

年
6

月

「
大
阪
・
関
西
万
博
来
場
者
輸
送
基
本

方
針
」
策
定

▲

22

年
7

月

「
（
一
社
）
大
阪
パ
ビ
リ
オ
ン
」

設
立

▲

22

年
7

月

開
幕
１
０
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
公

式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛
称
・
公
式
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
決
定

▲

22

年
10

月

「
大
阪
・
関
西
万
博
来
場
者
輸
送
具

体
方
針
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
初
版
」

▲

22

年
4

月

「
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博

推
進
本
部
」
を
設
置

▲
22

年
3

月

「
日
本
政
府
出
展
事
業
（
日
本
館
）

基
本
計
画
」
策
定

▲

22

年
5

月

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会

（
大
阪
・
関
西
万
博
）
関
連
事
業
に
関
す
る
要

望
活
動
の
実
施

▲
22

年
6

月

「
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ンV

e
r.

2

」
を
策
定

▲

22

年
7

月

開
幕
１
０
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
を

開
催



■万博の概要（テーマ、コンセプト、開催期間および会場）
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出典：2025年日本国際博覧会出展参加説明会資料より抜粋



■開催意義及び期待される効果

28

出典：2025年日本国際博覧会出展参加説明会資料より抜粋



本万博の会期前から多様な参加者がそれぞれの立場からの取組（例えば、健康・ 医療、カーボンニュートラル、デジタルをテーマにし
たもの等）を持ち寄り、SDGs達成に資するチャレンジを会場内外で行い、未来社会をただ考えるだけでなく、行動することによってリア
ルに描き出そうという試みが、本万博の最大の特徴と言える。万博会場を新たな技術やシステムを実証する場と位置づけ、多様なプレ
イヤーによるイノベーショ ンを誘発し、それらを社会実装していくための巨大な装置としていく。

■テーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」とその目的、テーマの展開

29

サ
ブ
テ
ー
マ

コンセプト

「Saving Lives（いのちを救う）」は、「いのち」を守る、救うことに焦点を当てるものである。例えば、公衆衛生の改
善による感染症対策、防災・減災の取組による安全の確保、自然との共生等が挙げられる。

Saving Lives （いのちを救う）

Empowering Lives （いのちに力を与える）

「Connecting Lives（いのちをつなぐ）」は、一人一人がつながり、コミュニティを形成する、社会を豊かにすることに
焦点を当てるものである。例えば、パートナーシ ップ・共創の力、ICTによるコミュニケーションの進化、データ社会の在
り方等が挙げられる。

「Empowering Lives（いのちに力を与える）」は、「生活」を豊かにする、可能性を広げることに焦点を当てるもの
である。例えば、情報通信技術（ICT）を活用した質の高い遠隔教育の提供、スポーツや食を通じた健康寿命の
延伸、AIやロボティクスの活用による人間の可能性の拡張等が挙げられる。

Connecting Lives （いのちをつなぐ）

PeopleʼsLiving Lab （未来社会の実験場）

出典：2025年日本国際博覧会 基本計画引用

大阪・関西万博は、格差や対立の拡大といった新たな社会課題や、AIやバイオテクノロジー等の科学技術の発展、その悔過として
の長寿命課といった変化に直面する中で、参加者一人一人に対し、自らにとって「幸福な生き方とは何か」を正面から問う、初めての
万博になる。
近年、人々の価値観や生き方がますます多様化するとともに、技術革新によって誰もがこれまで想像しえなかった量の情報にアクセ

スし、やり取りを行うことが可能となった。このような進展を踏まえ大阪・関西万博では、健康・医療をはじめ、カーボンニュートラルやデジ
タル化といった取組を体現していくとともに、世界の叡智とベストプラクティスを大阪・関西地域に集積し、多様な価値観を踏まえたうえ
での諸課題の解決策を提示していく。

「いのち輝く未来社会のデザイン」（Designing Future Society for Our Lives ）テーマ



2022 2023 2024 2025

協
会
・
国

府
市

4月～
10月

大
阪
・
関
西
万
博

開
催

年
度

○パビリオン等 建築工事
○バス輸送計画
○入場券前売販売 等

○入場券販売実施計画 ○テーマ事業計画・設計
○情報通信システム整備計画 ○来場者サービス基本計画
○リスク・危機管理計画 ○催事計画 等

ラ
イ
セ
ン
ス
事
業

ス
タ
ー
ト

●2025年大阪・関西万博推進本部、専門部会等で府市の取組みを推進
会場内外における保健医療衛生に関する取組み
万博への参加促進や学校教育との連携に関する取組み 等

●国や関係機関と会場整備・交通アクセスに関する調整
●大阪パビリオンの実施計画等の策定・建築・運営準備等
●府内市町村や関係団体等との連携による機運醸成の取組み 等

大
阪
パ
ビ
リ
オ
ン

建
築
基
本
設
計
の

公
表

大
阪
・
関
西
万
博

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
改
定

大
阪
パ
ビ
リ
オ

ン
の
名
称
決
定

１
０
０
０
日
前

イ
ベ
ン
ト
開
催

6/17 7/13 7/18 秋以降6/10

５
０
０
日
前

11/30

１
０
０
日
前

1/3

●推進本部会議のもとに、専門部会を置き、副本部長がそれぞれの分担
に応じて、その進捗管理を行う。

●これまでにユニバーサルデザイン部会、医療衛生部会、参加促進部会、
産業振興部会、環境部会、地域連携イベント部会、危機管理部会、
財政総務部会が立ち上がり、その他の部会についても設置に向けて調
整中。

推進体制

大阪・関西万博の成功に向け、開催主体である国の要請のもと、博
覧会協会と連携しながら、知事・市長の指揮・命令により、府市の各
部局や区役所が主体的に自らが有する機能をフルに発揮し、迅速・
的確に取組みを進め、万博の円滑な開催を支援することを目的として、
2022年4月13日に推進本部を設置。

スケジュール

【万博推進局】

令和４年１月１日設置。大阪府・大阪市の共同設置組織。

【2025 年 大阪・関西万博推進本部】

【2025 年日本国際博覧会協会】

平成31年１月30日設立。７局18部体制（令和４年12月現在）
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■万博で実現をめざす姿

ḲAdobe Stock

Åカーボンニュートラル万
博として、エネルギーを
最適化する技術や水
素エネルギー技術等を
実証し、その後の社会
実装につなげていく。

ṇ ṇ

Å「未来社会の実験場」のシンボルとし
て、万博会場の立地特性を最大限
に活かした「空飛ぶクルマ」の商用運
航を実現し、大阪・関西をはじめわが
国が、次世代モビリティの分野で世
界をリードすることをめざす。

ṇ

Å万博会場では、ヘルスケアデータをAI
分析し、パーソナライズされた健康プロ
グラムの提案などに取り組む。

ṇ
ṕ EV Ṗ

Å会場アクセスバス並びに会場内・外周バスについ
て、EV（電気）バス100台を導入し、運行管
理システム（FMS）と一体となったエネルギーマ
ネジメントシステム（EMS）を活用した運行と充
電を両立する技術実証を実施。その他、国・府
市の補助で万博アクセスに必 要なEVバス・FC
（燃料電池）バスを100台確保予定。

Å自動運転レベル４での運行や走行中給電など
の新技術も融合させ、世界でも類を見ない大規
模な実証を行うことで、次世代のモビリティとその
進化を示していく。

ṇ

Å大阪・関西のライフサイ
エンス分野の強みを活
かし、iPS細胞やヒト体
性幹細胞を活用した
再生医療の実用化を
めざす。
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■（協会・大阪府市等）要望活動１：万博関連ソフト事業①

万博を通じ、世界の課題解決に貢献するとともに、わが国の持続的な成長・発展につなげていくことこそが、大阪・関西万博のめざすところ。 その
実現に向け、大阪・関西に強みがある分野を中心に、2025年、さらには2030年の「めざす姿」を明示。あわせて、直面する課題と国への要望
事項をとりまとめたアクションプランを策定。現在、その具体化に向けた取組を進めている。

１．ライフサイエンス～再生医療の産業化～

「いのち」をテーマに掲げる万博に向け、世界のトップランナーとしての地位を確立できるよう、
再生医療の産業化をめざす。

▶ 再生医療をベースに、最先端の「未来医療」の産業化、および、国内外の患者への「未来医療」の提供による
国際貢献を推進する「未来医療国際拠点」を、2024年春にオープン予定。

▶ 「大阪ヘルスケアパビリオン」において、iPS細胞から作成した心筋シートによる再生医療の展示を予定。

主 な 取 組 例

２．空飛ぶクルマの商用運航

ベイエリア中心に空飛ぶクルマの商用運航を実現し、万博会場アクセスに活用。

▶ 関係事業者等で構成する「空の移動革命社会実装大阪ラウンドテーブル（２０２０年１１月設立）」に
おいて、万博での商用運航、2030年代の実用拡大をめざし、実証実験などを通じて課題抽出や提案を実施。

▶ 離着陸場、運行ルート、運行事業者の選定・決定に向け、国、府・市、協会等関係者間で具体的な進め方、
スケジュールについて調整を開始。

関

空

淡路島

神戸空港

万博会場

（出典）空の移動革命社会実装に向けた
大阪版ロードマップ ／アクションプラン（一部加工）

大阪市内

未来医療国際拠点（イメージ）
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■（協会・大阪府市等）要望活動２：万博関連ソフト事業②

３．カーボンニュートラルの実現

万博会場内外において、カーボンニュートラルに資する様々な技術の実証・実装をめざす。

▶ 大阪府において最先端技術の開発・実証にチャレンジする企業を後押しする事業を実施

▶ 水素や次世代燃料などに係る事業8件を採択（R4年度予算：5億円）

・最先端技術の社会実装

・次世代のグリーンビジネスとして展開・拡大

R7年度 万博で披露

※会場内外で展開開発・実証

R4年度 R5年度※

開発・実証

※ 寄附について調整中予算：５億円

開発・実証

R6年度※

４．EVバス・FCバスの普及

万博会場へのアクセス(パークアンドライドやシャトルバス)等にEVバス・FCバスを活用。

▶ 国、府市補助により、万博アクセスで必要な１００台の確保をめざす（R4年度18台を導入予定）

※R4年度については、国補助が採択されなかった11台について府市補助を拡充し、臨時支援を実施（府市補助2/3）

補助イメージ（EVバス）

国補助（1/3） 府・市補助（1/3） 事業者負担（1/3）

５．スタートアップの参画促進

万博を機にイノベーションを加速するスタートアップを創出、世界に発信。

▶ 京阪神の行政、経済界、大学等が連携した「大阪・京都・ひょうご神戸コンソーシアム」を中心としたハンズオン支援（資金調達、
経営・販路プロモーション、インキュベーション、起業家育成等）によるスタートアップの創出・育成を推進
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■ （大阪府市）要望活動３：大阪版万博アクションプラン



■（大阪府市）機運醸成

機運醸成の取組を本格化させていくため、令和４年４月に機運醸成アクションプラン（ver1）を策定
【取組方向】
‣ 関係機関（協会・自治体・経済界等）と連携しながら府内外に向けて広報やプロモーション活動を展開
‣ あらゆるツール・ネットワークを活用し、大阪・関西から全国、海外へと機運を盛り上げていく
‣ 開催都市として、まずは府内の機運を高めていく

・開幕1000日前イベント
令和４年7月18日（月）
於：ユニバーサルスタジオジャパン

・御堂筋ランウェイ2022
令和４年11月3日（木）

・庁舎等の装飾

▮ 大阪府（本館・正面玄関） ▮ 大阪市役所（正面玄関ホール）

大規模イベントを活用したPR 開幕1000日前を契機とした取組

大阪・関西万博特別仕様
ナンバープレートによるPR

■ 交付開始時期
2023年３月上旬予定

１口１万円の寄附をもとに大阪府内の公園や道路、
学校などを中心に2025本の桜を植樹

原付自転車用ナンバープレートの発行 万博の桜２０２５

■ 作製枚数
合計8,300枚予定

● 万博首長連合を通じて、全国の加盟自治体に紹介

● 植樹本数見込み：1254本/2025本
（令和4年11月時点）

Minions and all related elements and indicia TM & © 
2022 Universal Studios. All rights reserved.
TM & © Universal Studios. All rights reserved.
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■ （大阪府市）万博のインフラ整備等

万博の開催に向けた会場整備や交通アクセス等のインフラ整備を推進
【府市の取組】
‣協会が行う会場整備（会場基盤整備、施設整備事業等）に対する補助
‣会場整備に必要となる南側エリア30haの埋立ての急速施工（R3年度完了）
‣地下鉄中央線の輸送力増強（一時的な車両置き場増設のための施設整備等）
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■ （大阪府市）大阪ヘルスケアパビリオン Nest for Reborn

産学官民の力を結集し、オール大阪で出展
最先端のライフサイエンス研究拠点が集積する大阪・関西の強みを活かし、「いのち」、「健康」の観点から、誰もが心身豊かに快適に暮らしやす
い未来社会のモデルを創造し発信

テーマ
敷地面積
延床面積
建物規模
建物高さ

REBORN
約10,500 ㎡
約8,950 ㎡
地上２階建て
約12m （一部約20m ）

展示イメージ 【パビリオン１Ｆ】

展示イメージ 【パビリオン２Ｆ】

概要

2022年７月、資金管理、運営、建築等の業務を担当する実行
法人として一般社団法人2025年日本国際博覧会大阪パビリオ
ンを新たに設立

推進体制
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ÈŪÉIR Ǟ Ǆǒ ÈǐǡŦÉ

Why Vision What Outcome

2001

2010
IR

IR

IR

IR
IR

IR
IR

2014 2 200
2014

3 2,000
IR

IR

IR

IR
2013 12

2010

IR

IR

IR
2014 7

9
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ÈŪÉIR Ǟ Ǆǒ ÈǐǡŧÉ

Why Vision What Outcome

2016 IR
IR

2014 10

IR

IR
2017 3

2017 2022
14 (2022 10

IR
IR

2017 4

2016 2022
33 (2022 10

2017 8

IR

IR
2017

8
IR

2019 2

2019 11

IR
2019 12

2019 12
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ÈŪÉIR Ǟ Ǆǒ ÈǐǡŨÉ

Why Vision What Outcome

2018 2021 17

2019 2021 5

2021 11

2019 11

2021 9

2021
12

2022 2 3

2022 4
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▲
99

年

東
京
都
が
カ
ジ
ノ
運
営
に
関
す
る
国
政
レ
ベ
ル

の
ア
プ
ロ
ー
チ
。
以
後
都
で
独
自
に
検
討

▲
02

年
12

月

自
民
党
「
国
際
観
光
産
業
と
し
て
の
カ
ジ

ノ
を
考
え
る
議
員
連
盟
」
発
足

▲
03

年
2

月
～
地
方
自
治
体
カ
ジ
ノ
協
議
研
究
会

（
東
京
、
大
阪
、
静
岡
、
和
歌
山
、
宮
崎
、

神
奈
川
：
後
に
協
議
会
へ
と
改
組
）

カ
ジ
ノ
実
現
の
た
め
の
法
制
度
の
在
り
方
な

ど
検
討
し
、
国
へ
提
言

▲
10

年
2

月

橋
下
知
事

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
視
察

国
で
の
法
制
度
の
整
備
を
求
め
る
と
と
も
に
、

大
阪
の
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
の
立
地
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
に
言
及

▲
11

年

橋
下
知
事

関
西
広
域
連
合
で
の
議
論

を
提
案

関
西
観
光
・
文
化
振
興
計
画
にK

A
N

S
A

I

統

合
型
リ
ゾ
ー
ト
の
検
討
が
盛
り
込
ま
れ
る

▲
12

年
7

月

松
井
知
事

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
視
察

▲
13

年
1

月

松
井
知
事
・
橋
下
市
長

首
相
に
Ｉ
Ｒ
早
期
法
制
化
を
提
案

▲
10

年
7

月

大
阪
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
都
市

構
想
推
進
検
討
会
設
置
、
検
討
開
始

▲
10

年
4

月

超
党
派
「
国
際
観
光
産
業
振
興
議
員
連

盟
」
（
Ｉ
Ｒ
議
連
）
結
成

▲
10

年
5

月

国
土
交
通
省
の
成
長
戦
略
会
議
報
告
書
に
、

新
し
い
観
光
ア
イ
テ
ム
と
し
て
の
Ｉ
Ｒ
検
討
明
記

▲
11

年
1

月

行
政
刷
新
会
議
「
で
き
る
だ
け
早
く
具
体

的
な
検
討
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
」

▲
11

年
7

月

Ｉ
Ｒ
議
連

特
別
立
法
大
綱
案
発
表

▲
13

年
12

月

大
阪
府
市
Ｉ
Ｒ
立
地
準
備
会
議
設

置

▲
14

年
4

月

大
阪
府
市
Ｉ
Ｒ
立
地
準
備
会
議

「
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
案
」
、
府
市
の
候
補
地

の
例
と
し
て
夢
洲
ベ
イ
エ
リ
ア
提
示

▲
13

年
12

月

Ｉ
Ｒ
推
進
法
案
衆
議
院
提
出
（
議
員
提
出

法
案
：
自
民
・
維
新
・
生
活
な
ど
）

▲
10

年
12

月

府
「
大
阪
の
成
長
戦
略
」
の
具
体

的
な
取
組
み
の
一
つ
と
し
て
Ｉ
Ｒ
盛
り
込
み

▲
02

年
8

月

府

構
造
改
革
特
区
第
一
次
提
案

「
カ
ジ
ノ
特
別
法
の
制
定
」

▲
10

年
3

月

府

構
造
改
革
特
区
臨
時
提
案

「
総
合
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
法
制
の
整
備
」

▲
14

年
6

月

Ｉ
Ｒ
推
進
法
案
が
内
閣
委
員
会
で
審
議
開

始
（
継
続
審
議
）

▲
11

年
8

月

Ｉ
Ｒ
議
連

Ｉ
Ｒ
推
進
法
案
発
表

▲
13

年
6

月

Ｉ
Ｒ
推
進
法
案
衆
議
院
提
出
（
議
員
提
出

法
案
：
維
新
単
独
）

■ＩＲ検討の経過
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

《

国
の
動
き

》

《

大
阪
の
動
き

》
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▲
15

年
2

月

夢
洲
ま
ち
づ
く
り
構
想
（
案
）
～

中
間
と
り
ま
と
め
～

▲
16

年
12

月

Ｉ
Ｒ
推
進
法
成
立

▲
17

年
3

月

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
推
進
本
部

設
置

▲
14

年
11

月

衆
議
院
解
散
に
よ
り
Ｉ
Ｒ
推
進
法
案
廃
案

▲
15

年
7

月

Ｉ
Ｒ
推
進
法
案
衆
議
院
再
提
出
（
議
員
提

出
法
案
：
自
民
、
維
新
、
次
世
代
の
党
）

■ＩＲ検討の経過
2014 2015 2016 2017 2018

《

国
の
動
き

》

《

大
阪
の
動
き

》

▲
14

年
10

月

大
阪
府
市
「
夢
洲
ま
ち
づ
く
り
構

想
検
討
会
」
設
置

▲
17

年
2

月

夢
洲
ま
ち
づ
く
り
構
想
（
案
）
と

り
ま
と
め

▲
17

年
8

月

夢
洲
ま
ち
づ
く
り
構
想
策
定

▲
17

年
4

月

大
阪
府
・
大
阪
市
Ｉ
Ｒ
推
進
局
設

置

▲
17

年
8

月

大
阪
Ｉ
Ｒ
基
本
構
想
（
案
）
・
中

間
骨
子
を
取
り
ま
と
め

▲
17

年
7

月

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
推
進
会
議

取
り
ま
と
め

▲
17

年
3

月

Ｉ
Ｒ
推
進
会
議
立
ち
上
げ

▲
18

年
7

月

Ｉ
Ｒ
整
備
法
成
立
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▲
20

年
1

月

カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
設
置

▲
19

年
9

月

基
本
方
針
（
（
案
）

▲
20

年
12

月

基
本
方
針
確
定

■ＩＲ検討の経過
2019 2020 2021 2022

《

国
の
動
き

》

《

大
阪
の
動
き

》

▲
19

年
11

月

実
施
方
針
（
（
案
）

43

▲
19

年
12

月

事
業
者
公
募
（
Ｒ
Ｆ
Ｐ
）

▲
19

年
12

月

大
阪
Ｉ
Ｒ
基
本
構
想
策
定

▲
21

年
3

月

実
施
方
針
確
定

▲
21

年
9

月

事
業
者
選
定

▲
21

年
12

月
～
22

年
1

月

地
域
の
合
意
形
成
（
公
聴
会
等
）

▲
22

年
3

月

議
会
議
決

▲
22

年
4

月

区
域
認
定
申
請

▲
19

年
4

月

コ
ン
セ
プ
ト
募
集
（
Ｒ
Ｆ
Ｃ
）



■大阪ＩＲ基本構想(案)・中間骨子

夢と未来を
創造するＩＲ

ひろがり・
つながりを
生み出すＩＲ

「夢洲」を
活かすＩＲ

時間軸に沿った成長・発展

常に世界水準の競争力と近未来
を感じさせる魅力を備えることによ
る将来にわたっての持続的な成
長・発展

空間軸に沿った成長・波及

大阪ＩＲを訪れる世界中の人々と
周辺地域とをつなぐとともに、大阪・
関西が誇る最先端技術の世界発信
による広域への波及効果

ポテンシャルを活かした
価値創出

夢洲の立地特性をポテンシャルと
して捉え、それを活かすことによる
新たな価値創出

③ 世界に類をみない魅力ある空間形成、最先端技術の活用によるスマートリゾートの実現

①大阪・関西・日本観光の要となる
独創性に富む
国際的エンターテイメント拠点の形成

②世界水準の競争力を備えた
オールインワンＭＩＣＥ拠点の形成

④ 世界の先進事例を進化させた総合的な懸念事項対策

■ ４ つの柱

■ 成長の方向性

大阪ＩＲのめざす姿

＜基本コンセプト＞大阪・関西の持続的な経済成長のエンジンとなる

世界最高水準の成長型ＩＲ
● 世界中から人・モノ・投資を呼び込み、経済成長のエンジンとなるため、ビジネス客、

ファミリーなど世界の幅広い層をターゲットとする「世界最高水準」のＩＲ
● 50年・100年先を見据え、初期投資の効果だけでなく、施設、機能が更新され続ける

「成長型」のＩＲ

基本コンセプト

■ 観光振興・地域経済振興・公益還元
■ 納付金・入場料等の活用

ＩＲ立地による効果

地域の合意形成(府民・市民理解の促進)
に向けた取組み

＜基本的な考え方＞
◆ 対象の明確化：府民・市民全体、大学生・若い世代、

女性、地元企業⇒属性の興味・関心に応じた適切な
情報発信

◆ ステージに応じた説明：ＩＲの基本的な事項 → 
ＩＲ誘致を見据えた内容 → 区域認定に向けた内容

◆ 府民・市民の声に耳を傾けた丁寧な対応、ホーム
ページなどの広報ツールを活用した情報発信

懸念事項と最小化への取組み

■ ギャンブル等依存症対策

■ 治安・地域風俗環境対策

＜基本的な考え方＞
◆ ＩＲの実現を契機に依存症対策のトップランナーをめ

ざし、発症・進行・再発の各段階に応じた、防止・回
復のための対策について、世界の先進事例に加え、
大阪独自の対策をミックスした総合的かつシームレス
な取組み（大阪モデル）を構築

◆ エリア（カジノ施設、夢洲、府内全域）毎に、メリハ
リの効いた支援、対策を実施

＜基本的な考え方＞
◆ ＩＲ事業者、警察、自治体は、相互に緊密な連

携を図りつつ、各々がその役割を果たすことにより、
万全の取組みを実施

◆ 警察官の増員や警察施設・交通安全施設等の整
備など、警察力の強化を図るとともに、地域防犯を
推進し、さらにＩＲ事業者において、自主的かつ万
全の防犯・警備対策を講じさせるための枠組みを構
築
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大阪IR 区域整備の意義・目標／位置等

大阪・夢洲地区特定複合観光施設区域の整備に関する計画の概要①

意義・目標 長期・安定的な事業実現

大阪の更なる成長に向けて

➣成長産業である観光分野の基幹産業化 など

〇世界水準のオールインワンMICE拠点の形成

〇国内外の集客力強化への貢献

〇日本観光のゲートウェイの形成

◆意義

◆目標

収支計画・資金計画／事業工程等

大阪ＩＲ事業実現に向けた課題

大阪IR のコンセプト

コンセプト

◆事業期間： 35年間（延長30年間）

◆適切なガバナンス機能を確保し、円滑かつ確実な事業実

施の確保と長期間の安定的・継続的な事業の継続を図る。

◆基本理念 あらゆるものを「結ぶ」起点となる

IR 事業者／事業実施体制

IR 事業者（概要） 事業実施体制

MGM
(出資割合 約40％）

オリックス
(出資割合 約40％）

少数株主
(出資割合 約20％）

IR事業者：大阪IR株式会社

・出資、取締役及び役職員の派遣
・ノウハウ・サービス等の提供

・出資
・専門的事業知見
の提供

協力企業

・各領域に実績と専門的知見を
有した協力企業への業務委託

◆ビジョン “WOW”Nｅｘｔ

初期投資額

◆約1兆800 億円（税抜き）

建設関連投資：約7,800億円、

その他初期投資額：約3,000億円

収支計画

年間売上
約5,200 億円

ノンゲーミング：約1,000億円(約20％)
ゲーミング ：約4,200億円(約80％）

資金計画

◆資金調達額：約1兆800 億円（税抜き）

出資金額：約5,300億円(約49％）

ＭＧＭ約40％、オリックス約40％、少数株主約20％

借入金額：約5,500億円（約51%)

プロジェクトファイナンスによる借入（三菱UFJ銀行・三井

住友銀行からコミットメントレター取得）

IR 事業の工程

◆開業時期：2029 年秋～冬頃

◆大阪府・市及びIR事業者は、世界最高水準のIR及び

早期開業による速やかな事業効果の発現が実現できる

よう、公民連携して取り組む。

◆IR事業の実現には、現時点での不確定事項・課題の

解決が必要不可欠である。

◆大阪府・市及びIR事業者は、これら課題の解決と

IR事業の実現に向け、引き続き公民連携して取り組む。

〇新型コロナウイルス感染症の影響

➣新型コロナウイルス感染症が収束し、国内外の観光需要の

回復に見通しが立つこと など

〇国の詳細制度設計（IR税制・カジノ管理規制等）

➣IR税制について、早期に法制化が行われ、運用面含めて

国際標準・国際競争力が確保されること など

〇夢洲特有の課題

➣土壌汚染・液状化等への適切な対応を含め、IR事業用地

の適性が確保できること など

ＩＲ施設の規模

区分 施設種別 延床面積 施設構成・規模

1号施設 国際会議場施設 約3.7万㎡ 最大会議室6,000人以上収容

2号施設 展示等施設 約3.1万㎡ 展示面積2万㎡、関西イノベーション・ラボ

3号施設 魅力増進施設 約1.1万㎡ 関西ジャパンハウス、ジャパン・フードパビリオン など

4号施設 送客施設 約1.3万㎡ 関西ツーリズムセンター、バスターミナル、フェリーターミナル

5号施設 宿泊施設 約28.9万㎡ 客室 約2,500室、レストラン、プール、フィットネス など

6号施設
エンターテイメント施設 約1.3万㎡ 夢洲シアター約3,500席

飲食・物販・サービス等施設 約31.0万㎡ 飲食施設、物販施設、駐車場、エネルギーセンター など

カジノ施設 約6.5万㎡ ※うち、カジノ行為区画は総床面積の3％以内

総延床面積 約77万㎡

MGMが展開する
世界最先端の
“WOW”

大阪・関西が誇る観光・産業・
文化にわたる魅力・
ポテンシャル

◆世界最高水準の成長型IR を地域とともに実現する
◆観光産業の高度化、持続可能性の向上に寄与する

◆コンセプト“結びの水都”

IR 区域の位置

土地利用方針

名
称

大阪IR株式会社

本
社

大阪府大阪市

構
成
員

◆中核株主（2社）
合同会社日本MGMリゾーツ、オリックス㈱
◆関西地元企業を中心とする少数株主（20社）
岩谷産業㈱、大阪瓦斯㈱、㈱大林組、関西電力
㈱、近鉄グループホールディングス㈱、京阪ホール
ディングス㈱、サントリーホールディングス㈱、㈱JTB、
ダイキン工業㈱、大成建設㈱、大和ハウス工業㈱、
㈱竹中工務店、南海電気鉄道㈱、西日本電信
電話㈱、西日本旅客鉄道㈱、NIPPON 
EXPRESSホールディングス㈱、パナソニックホール
ディングス㈱、丸一鋼管㈱、三菱電機㈱、レンゴー㈱ 45



大阪・夢洲地区特定複合観光施設区域の整備に関する計画の概要②

地域経済の振興・地域社会への貢献 納付金・入場料等の見込み額及び使途

◆約1,060 億円/ 年（納付金：約740 億円/ 年、入場料：約320 億円/ 年）⇒ 大阪府・大阪市で均等配分

使途 毎年の必要経費

ギャンブル等依存症対策【大阪府・大阪市】
（OATISを中心とした新規・拡充事業）

約14億円

警察力強化【大阪府】
夢洲内の警察署の設置・運営、
府内の警察職員増員等（約340人体制）

約33億円

夢洲まちづくり関連インフラ【大阪市】
（IR立地に関連して必要な事業の維持管理）

約4億円

消防力強化【大阪市】
（夢洲消防拠点の設置・運営（約40人体制））

約4億円

合計 約55億円

◆府民・市民の暮らしの充実、次の成長に
向けて投資

➣夢洲及び夢洲周辺の魅力向上

➣観光の振興に関する施策

➣地域経済の振興に関する施策

➣社会福祉の増進に関する施策

➣文化芸術の振興に関する施策

➣大阪府・大阪市の財政への貢献

懸念事項対策

◆ 地元産品の積極的な調達・発信、地域ブランディングの向上
➣関西ジャパンハウス（大阪・関西の伝統産業発信）／ジャパン・フードパビリオン（食文化体験、食材産地へのツーリズム）など

◆ 中小企業・スタートアップ企業の支援
➣地域の金融機関と連携した、中小企業のIRとの取引関係構築の支援／ビジネスマッチング機会の創出（MICEイベント誘致等）

◆ イノベーション・新産業の創出支援

➣関西イノベーション・ラボ（イノベーション促進施設）／関西のベンチャーエコシステムの強化（ビジネス支援プログラム誘致等）

◆ 送客等による地域振興

➣大阪・関西、広域への送客強化、周遊促進及び地域での消費喚起（会員ポイントプログラムやICT等の総合活用等）

IR 区域整備による経済的社会的効果

ＩR区域への来訪者数
約2,000 万人/ 年

国内：約1,400万人/年
国外：約600万人/年

経済波及効果（運営）※近畿圏 約1兆1,400 億円/ 年

雇用創出効果（運営）※近畿圏 約9.3 万人/ 年

ギャンブル等依存症対策

IR 事業者が実施する対策

◆責任あるゲーミングを着実に実施するための体制構築
➣責任あるゲーミング専門部署の設置 など

◆厳格な入場管理・利用制限措置

➣最先端のICT技術（生体認証等）の活用等によるカジノ施
設の厳格な入退場管理の実施 など

◆依存防止のために講じる措置

➣24時間・365日利用可能な相談体制等の構築

➣賭け金額や滞在時間の上限設定を可能にするプログラムの

導入

➣調査研究に必要な情報やデータ提供など、ギャンブル等依存

症対策に関する研究への貢献 など

大阪府市が実施する対策

◆大阪独自の支援体制の構築

➣悩みを抱える方へのワンストップの支援拠点として「（仮称）大

阪依存症センター」設置など

◆普及啓発の強化

◆相談支援体制の整備

◆治療体制の整備

◆切れ目のない回復支援体制の整備 など

※１ 機能は現時点での予定。今後ニーズ把握や関係機関等との調整の上で決定

※３ 福祉・司法・消費生活関係機関

※２ Osaka Addiction Treatment  Inclusive  Support

治安・地域風俗環境対策

IR 事業者が実施する対策 大阪府市が実施する対策

◆警察力の強化を図るとともに、治安・地域風俗環境対

策を推進

➣警察力の強化

・IR開業に合わせ夢洲内に警察署、交番等の警察施設を設置

・IR開業に向けて段階的に警察職員を増員（約340人）した

上で、夢洲内の警察署等を含む府内の警察施設に適正配置

➣治安・地域風俗環境対策

・防犯環境の整備やパトロールの強化により、事件・事故の未然

防止及び検挙活動を推進

・マネー・ローンダリング対策等の犯罪収益対策など、犯罪インフ

ラの撲滅に向けた検挙活動を積極的に推進 など

◆あらゆる来訪者の安全・安心を守り、地域全体の

治安維持に貢献

➣カジノ施設及びIR区域内の監視、警備

・24時間・365日体制の総合防災センターを中核機能と

し、防犯関連資格の保有者等を配置 など

➣犯罪の発生対策、善良の風俗及び清浄な風俗環境の

保持

・暴力団員等に係るデータベースを整備し、入場者の本

人特定事項と照合 など

➣青少年の健全育成

・20歳未満の者のカジノ施設への入場禁止や20歳未満

の者に対する勧誘の禁止等の措置 など

感染症対策

◆不測の事態等に備えて、納付金等の一部を基金に積立

＜必要経費＞ ＜その他一般施策＞

◆健康と安全を最優先、安全な事業継続と運営再開の取組み

➣冷暖房空調制御システムを導入し、適切な換気を実施

➣時勢に応じたテクノロジーの活用 など
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Why Vision What Outcome

2020 12

OSAKA

2021 3
OSAKA

OSAKA

2022 3
2 3

3 3

OSAKA
2022 3 25

OSAKA

OSAKA

PR (2022
6 8 )

(2022 7 )

2021 12
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■国際金融都市OSAKA戦略の概要
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Why Vision What Outcome

QoL)
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DX DX

QoL

QoL

4 3
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大阪スマートシティ戦略Ver.1.0 策定までの取組＜スマートシティ戦略会議の設置＞

2019 18
2025

2025 万博のスマートシティの基盤確立を目標に、着実なステップアップ
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大阪スマートシティ戦略Ver.1.0 策定までの取組＜スマートシティ戦略会議の開催実績と戦略の策定＞

2019 8 1
2020 3 ver.1.0

1 2019.8.5

ICT
Å

Å

2 9.27 ICT Å

Å

3 10.31 Å

Å WILLER 
Å

Å

4 11.22 Å

Å

5 12.26 Å M&B
Å

Å

Å

6 2020.1.28 Å

Å

7 2.10 ICT Å

8 12.24
ver.2.0

Å

9 2021.8.30

10 2022.3.24 ver.2.0
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大阪スマートシティ戦略Ver.1.0 策定までの取組＜調査・研究の実績＞

項目 内容 概要

1.市町村との連携

取組状況・意向調査 ①市町村におけるICT状況調査
②公共交通サービスの運行状況
等にかかる調査

Å スマートフォンアプリの提供状況とICT対応について実態把
握

Å 市町村における交通課題と取組み内容について実態把握

推進体制の構築 ③GovTech大阪(推進連絡会
議)

④ワーキンググループ

Å 2019年9月19日に設置。府内43の全市町村が参画

2.企業等との連携

対話・情報収集 ①企業との意見交換・情報収集 Å 67企業と延べ69件の意見交換を実施。情報収集に努め
る

経済団体やシビック
テックとの連携

②経済団体との連携
③コードフォーXXとの連携

Å 大阪商工会議所や関西経済連合会等と積極的に連携
Å コードフォージャパン及びコードフォーオオサカと積極的に連携

３．調査研究

市町村調査 ①府内市町村実態調査 Å ICT推進や公共交通サービスの取り組み状況について調
査

国内外事例調査 ②海外先進事例研究
③国内事例調査

Å スマートシティの海外事例を扱うシンクタンクレポートなどの
研究

Å 政府機関（国交省、経産省等）や先進自治体などの調
査

国プロジェクト ④国プロジェクトの調査 Å 政府（各省庁）が打ち出す国プロジェクトの調査

４．情報発信

戦略会議の開催 ①スマートシティ戦略会議 Å ３回のスマートシティ戦略会議を開催し、取組みを発信

内外でのPR ②知事・市長による情報発信
③フォーラム等でのPR
④「スーパーシティ」構想アイデア
への応募

Å 定例会見や民間主催の会議等で積極的に情報を発信
Å MaaS社会実装推進フォーラムなどに積極参加し、講演等
Å 内閣府の自治体アイデア公募へ10月31日に応募

2019
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2020 3 Ver.1.0

テーマ 当面の取組み（まずは何をどうするか）

AI オンデマンド
交通

■条件の整った市町村にて先行事例をつくり、それを府域全体に横展開
※自動運転化についても、法整備の状況等を踏まえつつ、早期実現をめざす

非公道での自
動運転等の実
証支援

■大阪府市などが持つ公有地等を開放し、企業等に非公道の実証実験
フィールドを提供していく

データヘルス
■データを活用した住民主体の健康づくりを促進するため、「アスマイル」の普
及促進とともに、ライフステージを通じたデータの集約・健康施策への活用に取
り組む

楽しいまちづくり
■テクノロジーをコンテンツ化し、フィールドを活用するプレーヤーを大阪に呼び
込むため、事業者の提案を汲み取り、

する

キャッシュレス
■国やキャッシュレス事業者等とも連携しながら、啓発活動の実施などにより
キャッシュレス化を推進する

防災
■住民一人一人がおかれた状況を認識し、適切な行動がとれるよう、テクノロ
ジーの活用によって、個人の行動変容を支援する

教育
■学習者の視点から教育の質を向上させるべく、個別最適学習を重点的に
検討する

行政DX
(３つのレス推進)

■はんこレス、ペーパーレスは全庁的な業務フローの棚卸しや検証(BPR)を行
い、並行して、できるところから導入していく
■キャッシュレスは、インバウンドに効果的な大規模集客施設からキャッシュレス
の導入を検討する。また手数料等については、府の本庁の納付窓口で先行し
て実施する

○住民の生活の質（QoL）向上の具体化に向けた取組み

戦略テーマ
QoL

QoL

Ver.1.0 

大阪スマートシティ戦略Ver.1.0 の策定
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KDDI R3.1~
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TIS R4.8~
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4
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大阪府におけるスマートシティ推進体制

2022 11 30
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大阪スマートシティ戦略Ver.1.0 の全体像（３つのDX）

【都市DX】

【地域DX】

【行政DX】

《住民サービス》
《業務効率化》

大阪の都市機能全体がデジタル対応すること。
都市DX は市町村単位でも考えられるが、大都市圏である大阪
の場合は広域で捉える。

市町村の区域や、その中で地域特性や住民の活動圏などの
面からまとまりを持ったエリアでの取組み。都市DX に包含される。

各自治体の取組み。地域DX に包含され、自治体の中の業務と、
住民向けのサービスの両方を含む。

Ver.1.0 DX DX DX
OSPF

DX

行政サービスの各種
アプリなど

電子申請システムや
AIチャットボットなど テレワークシステムや

RPAなど

《市町村DX支援（大阪府）》 共同調達やアドバイザーなど

大
阪
市

市町村の行政DX
をサポート

市町村と
民間の
連携支援

スマートシティ
の広域展開

DX

市町村と民間企業の共同エコシステムによる個別プロジェクトなど
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大阪スマートシティパートナーズフォーラム【OSPF】（大阪府）③支援事業DX
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OSAKA Smart City Meet -up

※一部

ṇ ṇ ṇ
ṇ

ṇ ṇ

Smart City Osaka Pitch 

OSAKA Smart City Meet-up

OSAKA Smart City MINI-Meet-up

WG

WG

AI WG

WG

OSPF

OSPF

Smart City Osaka Pitch 11

2

2
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4
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大阪スマートシティパートナーズフォーラム【OSPF】（大阪府）④イベント／セミナーの開催DX
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ÅR2
R4

AI
ÅR3.12 MaaS

MaaS

■市町村のまちづくりとの連携
Å大阪市内でAIオンデマンド交通の社会実験中
(R3 平野区、生野区 R4 北区、福島区)
Å夢洲等で自動運転の公道実証(R4.4)
Å都市型MaaS構想「eMETRO」公表(R4.5)

大阪メトロによる先導的取組み

[R3] 市町村AIオンデマンドWG
OSPF事業として4回開催 21市町が参加

[R4] 府AIオンデマンド補助

府内でのAIオンデマンドの普及をめざし、交通

事業者主体のモデル構築を支援

8月末に２事業を採択

出典：

河内長野市HP

■関西MaaS

Å河内長野市南花台
（AIオンデマンド交通・自動運転）

Å四條畷市田原地区（自動運転）

Å池田市伏尾台（地域MaaS)

Å岸和田市（地域MaaS)

■AI オンデマンド交通

[R2] 河内長野市の実証事業支援

Å

Å R4 2 3

[ 858 ] [ 28 16 (R4 8 ) ]

■サービス例（一部） ■フォローアップイベント・相談会

VR

『スマートモビリティ』と『スマートシニアライフ』（大阪府）DX
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AI オンデマンド交通の社会実験（大阪市）

水道スマートメーターの導入に向けた検討（大阪市）

¸ 将来の市内全域への導入拡大に向け、水道スマート
メーターの導入に向けた課題と効果を整理し、課題の解
決と新たな活用方策による付加価値の創出をめざす

¸ 地域の一部エリアへの先行導入や、民間企業等との連
携による実証実験の実施により、課題検証や技術面・
業務面でのノウハウを蓄積

検針業務の効率化や、漏水管理の高度化などに寄与

DX

2021 年3月から、生野区・平野区で民間事業者によるAI オンデマンド交通の社会実験を実施

2022 年4月から、北区・福島区に社会実験のエリアを拡大

事業主体１※ Osaka Metro Group

事業主体2※ Community Mobility

実 施 時 期 令和４年４月１日～

事業主体※ Osaka Metro Group

実 施 時 期 令和３年３月30日～

R3年3月30日～実施中

R4年4月1日～実施中

生野区 平野区 北区 福島区

Community Mobility アプリOsaka Metroアプリ

運賃システムの工夫やアプリの改良などにより、利便性向上を図る。

※事業主体は、AI オンデマンド交通の社会実験に関する民間事業提案応募事業者

DX
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ICT

ICT WG

ü

ü DX

ü

MMS
ü

ü

Mobile Mapping System

都市インフラのデジタル化の推進（大阪市）DX
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コロナSWATチームによる取組み（デジタル技術による緊急対応支援）（大阪府）

Å Excel
Web

Å

Å

注）現在は、後に厚生労働省が開発し、全国的に導入した新型コロナ
ウイルス感染者等情報把握・管理システム（HER-SYS）に移行

飲食店スマホ検査センター

Å

Å

0000

©2014 ∫ ϜγϞϭ店 舗 名

Å

Å

ゴールドステッカー認証制度コロナウイルス対応状況管理システム

DX
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府庁のICT化推進（大阪府）

はんこレス 府の裁量で見直し可能な認印の押印義務を廃止（R2年度）

ペーパーレス
・取組事例等を示した「ペーパーレス会議指針」を策定、タブレット端末
や液晶モニターなどペーパーレスを促進する環境を整備（R2年度）
・知事・副知事レクの原則ペーパーレス化（R3年度）

キャッシュレス
・本庁手数料納付窓口でのキャッシュレス収納（R2.12）
・決済事業者と協定を締結（R3.8）し、指定管理者が負担する決済
手数料を割引き、負担軽減を実現

R4 5 420 80
R4 11

R2 6 6,000 500 R3

Microsoft Teams 

Web
R3 3 4,600 / R3

電子申請

住民

画面イメージ

クラウド
サービス

端末機

職員

ICT
R5

11 450,000

120,000

54,000

47,000

25,000

DX
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行政オンラインシステムの構築（大阪市）

¸ いつでもパソコンやスマートフォンを使って、手続きが行える新システムの運用を開始

¸ 「電子決済」・「電子署名」・「申請状況の見える化」等の機能を搭載

¸ 既存業務のゼロベースでの見直しやはんこレス・キャッシュレス化

すべての行政手続きを対象にオンライン化を検討・推進している取組みは政令指定都市初

〇主な手続き（2020.8～2021.12 総申請件数：約42万件）

手続き内容 申請件数

コロナウイルス感染症関係（営業時短協力金他） 約108,000

水道関係（使用開始・中止他） 約73,000

福祉事業者関係（事業提供実績・集団指導受講報告他） 約42,000

保育施設関係（利用申込・面接予約他） 約23,000

税関係（税証明書・申告他） 約8,000

保育施設等一斉入所申請
にかかる面接予約は、

全体の約８割が
オンラインシステムで予約

ごみ収集車両運行管理システム・ごみ収集マップ（大阪市）

¸ ごみ収集車両運行管理システムにより、ごみ収集車両の
走行・運転状況を管理し、各種資料を自動的に作成

¸ 交通事故の抑制や収集業務の効率化、発災時対応の強
化等に向けて活用を検討

¸ ごみ収集車両運行管理システムで町丁目毎の収集時間
データを抽出し、収集時間帯の精緻化を図り市HPで表示

事故減少に寄与するとともに、散乱ごみ問題の軽減に向けて、ごみ収集時間帯データを精緻化

車載機設置イメージ
ごみ収集マップ

2021年12月時点で
約600 手続きをオンライン化

DX

DX
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ダッシュボード（データ可視化）システム（大阪市）

「̧校務支援システム」と「学習系シス
テム」との連携によりデータを集約し、
学校の状況や児童生徒の学びを
一元化し、可視化

¸児童生徒がいじめアンケートや悩み
相談の申告を家庭などからでも入
力でき、教育委員会事務局にも情
報提供される仕組みを2021年10
月に導入し、活用が進んでいる

2020 年9月より、大阪市内の全中学校・小学校に展開

コールセンター問合せデータ分析（大阪市）

¸ 大阪市総合コールセンター（なにわコール）の問合せデータ
（約６万件）について、AI技術（自然言語処理）により、
頻出単語を可視化する等、問合せ・相談内容を分析

¸ 分析結果を踏まえ、IVR（自動音声応答機能）の導入
やHPコンテンツの配置変更等を行い、市民の問合せ等が
速やかに解決できるよう改善

AI 技術による分析結果を踏まえ、IVR の導入やHPを改善

DX

DX
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● 22市町村が参加＋R4年度は8市町村が後乗り参加（計30市町村が参加）

● 自治体の利用に特化し、高いセキュリティを有するコミュニケーションツール

● 効果として、在宅勤務を促進し、緊急災害時の連絡網に

● 在宅勤務推進、窓口改革、災害対策などテーマ別トークルームで全国の自治体とノウハウを共有

自治体専用チャットツール

● 11市町村が参加＋R4年度は14市町村が後乗り参加（計25市町村が参加）

● 行政手続きを自宅からスマートフォンで

● 府内では大阪市が令和２年８月に、堺市が令和３年４月に

マイナンバーカードを活用した公的個人認証や電子決済に対応したシステムを再構築

● 共同調達により横展開を一気に推進

電子申請システム（Aプラン、Bプラン）

●３市町村が参加＋R５年度に向けグループ拡大予定

●公文書の作成から廃棄までを一体的に維持管理でき、オンラインで決裁（承認）ができるシステム

●在宅勤務やペーパーレス・はんこレスの推進などDX推進の基盤として幅広い効果を発揮

文書管理・電子決裁システム

R3

R3

R4

GovTech

共同化の希望について（R4.4.7 照会結果）

市町村DXの推進[共同調達]（大阪府）DX

10
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Â

QoL ver.1.0 2020 3

Â

ver.2.0

ver.2.0 2022 3

『大阪スマートシティ戦略ver.1.0 』（2020 年3月）

基本理念

役 割

Â

Ҧ

Â

Ҧ

Â

Ҧ

ü

ü

ü

・デジタル技術の進展と実装 ・デジタル化による SDGs 達成への貢献

取組体系

■大阪府はパートナーズ
フォーラムやデータ連携基
盤などのインフラ構築と、
市町村DX支援などにより、
府域のDXを推進。

■大阪市は大阪府と連携
した先導役として、府内
市町村の行政DX推進を
リード。

ver.1.0

Â QoL

Â

Â *

スマートシティの推進基盤

□ 大阪スマートシティパートナーズフォーラム

□ 大阪広域データ連携基盤【ORDEN】

スマートシティ展開エリア

■情報システムの整備

■ まちのスマート化

■ データ活用の推進

■ ICT を利用した行政サービスの強靭化

◆ うめきた

□ スマートヘルスシティ計画

◆ 夢洲

スーパーシティ

スーパーシティ

◆ 森之宮（大阪城東部地区）

◆ 新大阪

□ 泉北ニュータウン

□ 豊能町コンパクトスマートシティ
（OSPF）

都市DX

体制連携

データ連携

■大阪市 ◆府・市□大阪府

□ 府庁DXの推進

□ 市町村DXの支援

行政の
DX／スマートシティ化

行政DX
地域DX

大
阪
府

大
阪
市

市
町
村

□ 河内長野市南花台

□ 北大阪健康医療都市「健都」

■ 行政のデジタル化

各地域における
DX／スマートシティ化

□ スマートモビリティの推進

大阪府全域の
DX／スマートシティ化

【大阪市】
デジタル技術の
先行導入

【大阪府】
スマートシティの
基盤づくり

スマートシティの先端的サービスを
府域展開

大阪・関西万博のレガシーを
府域展開

* ver.2.0

大阪スマートシティ戦略ver.2.0 【概要】 -『戦略ver.1.0 』から『戦略ver.2.0 』へのバージョンアップ
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今後の取組み方針（大阪スマートシティ戦略ver.2.0 に示す取組み）（大阪府）

２）スマートヘルスシティ計画

４）広域データ連携基盤「ORDEN」

６) 市町村DX支援

１）大阪ｽﾏｰﾄｼﾃｨﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞﾌｫｰﾗﾑ

行政のデジタル化の遅れが顕著となっている現状を改善すべく、大阪府においても国のデジタ
ル改革と歩調を合わせて、あるいは率先できるように、デジタル改革を進めていく。行政のデジ
タル化の遅れの原因となっている職員のICTスキル不足やデジタル人材不足、調達手法や雇
用方法の制限について解決に向けて取り組む。

Å大阪府、府内43市町村、企業、大学、
シビックテック等と連携して“大阪モデル”の
スマートシティの実現に向けた取組みを推
進する。

Å市町村課題の見える化、課題解決に向
けたソリューションを持つ企業と行政を繋ぐ
コーディネート、プロジェクトの推進、テーマ
に応じたワークショップやセミナーの開催、
大阪のスマートシティ推進に関する幅広い
情報発信を行う。

Å多様な地域・世代の方のQoLの向上に
向けて、ICT技術を活用した様々な分
野のサービスを官民で連携して府域で展
開していく。

Å特に「大阪スマート・ヘルスシティ宣言
2025」の達成をめざして、スマートシニア
ライフ事業による高齢者向けサービスや
健康分野のサービスの実装を図る。

Å行政データや民間データも含めたデータ
流通の促進を図り、スマートシティのサー
ビスが横展開して、府域全体に広がって
いくようなインフラを構築していく。全府民
がoneID ṇ
ṇ קּ ṇ

Ḯלּ
Å同時にデータ流通に係るルール整備や

データの流通が公正に行われることを管
理するための体制の整備も行っていく。

① 市町村課題の抽出・見える化
② OSPFプロジェクトの推進
③ 広報・情報発信

① スマートシニアライフ事業

② データヘルス事業 等

７) 府庁DX

スマートシティ戦略推進アドバイザーを通じた
ヒアリングや、アンケート調査を通じて市町村
のニーズを確認しつつ、共同調達の領域拡大
を図るほか、 GovTech大阪を通じた好事例
の横展開等を行う。

① 共同調達の領域拡大
② スマートシティ戦略推進アドバイザー
③ GovTech大阪

① 情報システムの適正化
② 業務のICT化の推進
③ 庁内ICT環境の整備

庁内部局ごとにバラバラの調達で発生してい
る無駄と重複をなくし、府庁内部の業務の効
率化や生産性の向上を図り、システムガバナ
ンスの強化とデジタルサービスの高度化を実
現する。

① AIオンデマンド交通の導入促進
② 非公道での実証実験のためのフィールド

提供等
③ MaaSの推進（関西MaaSの機能充実

など）

3）スマートモビリティの推進

高齢化の進展等による、交通弱者や運転
免許の自主返納の増加、路線バス等が赤
字化により減便・廃止することなどから今後
ますます深刻化するラストワンマイル問題に
代表される移動課題の解消に向け、AIオ
ンデマンド交通の導入促進を中心に、引き
続きスマートモビリティの推進を行う。

５）大阪デジタル改革推進体制

① データ連携基盤
② コミュニケーション基盤
③ データ整備・オープンデータ推進
④ 管理体制の検討
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大阪府の取組み方針（大阪府） 大阪広域データ連携基盤（ORDEN）

個人のID 登録情報やニーズに応じたパーソナライズサービスの提供

ID とパスワードが一元化され、多様なサービスにワンストップでアクセス

パーソナライズ

ワンストップ

ORDENの特長的な機能

ü ID

ü

ORDENの基本構成（アーキテクチャ）

2022

ORDEN ǵ Ȣɟɶȶ



○府庁DXに係る課題：
・全体予算の半分程度がベンダーロックイン(※)に陥っている可能性（約40システム）
・運用体制の脆弱性、システムリソースの効率性（特に小規模システムで顕著）
・システムガバナンス体制が不十分（本来業務に加えての臨時的な予算確認、仕様書確認など）
○市町村DX支援に係る課題：
・府内市町村のデジタル格差が他の大都市に比べて顕著
・デジタル人材の確保等が困難（特に小規模市町村）
・基幹システムの標準化対応が急務（2025年まで）
○スマートシティ事業に係る課題：
・部局間で施策やデジタルサービスの重複の可能性（SNS、スマホアプリ、AI活用 など）
・行政の保有するデータの利活用が不十分

72

大阪府のデジタル改革の実現に向けた中期計画（概要）

○趣旨・目的
国においては５月にデジタル改革関連法案が成立、９月にはデジタル庁が設置された。こうした

国の取組みと歩調をあわせ、大阪府においても、令和２年に創設したスマートシティ戦略部を中
心に、デジタル改革を加速化していかなければならない。大阪府として現在抱えている課題を明ら
かにし、デジタル改革を通じてめざすべき将来像や方向性、そこに向けた具体的な取組みを示すと
ともに、必要な推進体制のあり方を検討していく。
○目標期間
概ね10年先の将来像を見据えながら、大阪・関西万博開催となる2025年までの計画を具体

化

ᶍ ᴴ

ḏḀḇḳ ᶍ ᴴ ᶍ טּ

᷿ḁḎḨᴲ ᶍ ᷿ḁḎḨᶍḞḱḋ᷄Ḥḋ᷄ḁּט

デジタル関連施策、情報システムの開発・
運用を部局が個々に実施しているため、部
局同士でのシステム調達の重複や、デジタ
ル関連施策の部局間での重複等が散見

システム導入後、カスタマイズを繰り返し
行ったことによる複雑化や、職員が技術的
な仕様を十分に把握しないままでの運用に
より、コストが高止まりしているおそれがある

施策と予算の全体最適に向けたガバナンス機能の強化が不可欠

サービスやデータの共同化・共有化促進
のため、標準仕様を定め、市町村および
庁内各部局の行政システムやデジタル
サービスにも浸透させる

デジタルスキルを集約し、調達を一元化し
ていくことでベンダーとの交渉力を高め、常
に主体性をもってシステム維持・更新して
いけるようなシステム・ガバナンスをめざす

᷿ḁḎḨᶍ טּ ᶍ╗ טּ

ᶍ ᶇ

部局ごとにバラバラの調達で発生している無駄と重複の解消
・情報システムの適正化（ベンダーロックインの解消、システム診断・カルテ作成による計画的なシステ
ム更新、クラウドサービスの利用促進など）

・行政手続きのオンライン化をはじめ、業務のICT化を強力に推進
・これらの取組みを支えるための庁内ICT環境整備

○デジタル改革をより加速させていくための推進体制のあり方
課題の本格調査を行い、解決策の整理や専門家による客観評価、新事業体も選択肢の一つと

した解決策の検討を行う。
【検討体制】会議名：大阪DXイニシアティブ（仮称）
・構成員：知事、副知事、スマートシティ戦略部長、有識者等
・検討チームの設置（府庁DX、市町村DX、制度・あり方検討）
・スケジュール案
令和4年夏まで…将来像を実現するための推進体制の方向性の提示

年度末…最終取りまとめ

ᶍᵡᶩ

ḁḦᴻḐ᷿Ḏᶸ 住民や企業に対して直接的にサービスを提供する事業

DX 行政内部の業務の効率化や生産性の向上を図る事業

ᵸᶪḏḀḇḳּטᶍ
【諸外国との比較】
・我が国のデジタル化は諸外国と比較して遅れが
顕著（国際調査機関におけるデジタル競争力ラ
ンキングで日本は64の国・地域中28位）
・電子政府先進国：デンマーク、韓国

【他団体との比較】
・大阪府の情報化施策の取組みは遅れている
（2019年国調査にもとづく民間ランキングで
大阪府は47団体中42位）

╓ḏᴻḇ ᶍ

DX ⱱ 府域市町村の業務の効率化や生産性の向上支援を図る事業

財政状況や規模の大小に左右されずに、住民がデジタルサービスを享受できるように大阪府が支援
・共同調達の対象システムの拡大
・ガバメントクラウド移行支援
共同化について、調達のみならず、運用一元化など更なる拡大に向けた体制の検討

・財政面、人材面における支援
（補助金、市町村アドバイザー）

（※）ベンダーロックイン…情報システムが
独自の仕様となった結果、導入した企業
（ベンダー）以外が改修やメンテナンスを行
えず、他社の参入が難しくなる状況のこと

府庁・市町村のDXやスマートシティ事業の取組みの強化
＋

これらを進めるための基盤や推進力ともなるべきデータ連携基盤、人材、体制の強化

1

２

1

２

「デジタルファースト」、「ワンスオンリー」、
「ワンストップ」を実現し、府民や企業へ
の行政サービスを高度化させ、生活の質
（QoL）、利便性を向上

ᵸᶘᵬ

スマートシティに必要不可欠な社会インフラとして広域のデータ連携基盤を構築
・データ連携基盤及びコミュニケーション基盤（ポータル）の構築
・これらを運営するルール及び管理体制の検討

最適なデジタル技術を活用した行政サービスの展開、行政データのオープンデータ化推進
・スマートフォンアプリサービスなどの利便性向上
・共通業務のソリューション一元化
・先端テクノロジーの効果的な導入

府民との接点となるインターフェースの充実

庁内のシステムの標準化・共通化による全体最適

システム間のデータを連携させる機能の構築

フロント

バック

ミドル

イメージ

・オープンデータの充実、強化
・行政データの府庁内外での積極的活用
・住民サービスに係る市町村へのデジタル化支援

より高度なデジタル専門知識を有する「人材確保」と、職員のDXマインドを醸成するための「人材育
成」の両面から人材を強化
・既存プロセスの見直し提案や新たなプロジェクトを立案・推進できるコンサルタント・プロジェクトマネー
ジャー的な即戦力となる人材の確保（人材像、必要な雇用条件等や制度面についてさらに検討）

・管理職やDXを推進する職員など、役割等に応じたDX推進に向けた研修・セミナーの実施



Å知事
Å副知事
Åスマートシティ戦略部長
Å庁内関係部局
Å外部有識者

【大阪DXイニシアティブ】

＜ミッション＞

大阪におけるデジタル課題について
① 課題解決の手法を構築し
② これを実行するための推進

体制の方針を示す

府庁DX検討チーム

＜チーム作業＞

① 国内外事例調査
② 各部業務ヒアリング
③ ハードウェアの集約
④ ソフトウェアの最適化 など

市町村DX検討チーム

＜チーム作業＞

① 先行団体調査
② 市町村ニーズ調査
③ 共同化検討
④ デジタル人材支援 など

2

制度・あり方検討チーム

＜チーム作業＞

① 改革推進体制のあり方検討
② デジタル人材のあり方検討
③ 最適な調達のあり方検討
④ データ連携基盤活用 など

デジタルサービス検討チーム

1

＜チーム作業＞

① 部局／市町村の調査
② 先進事例調査
③ ワンストップサービス具体化
④ デジタルサービスの検討

大阪DXイニシアティブの設置（大阪府）

DX

2022
4 DX

4

47
43

18
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大阪DXイニシアティブでの検討（大阪府）Ⅰ デジタルサービス①方向性

視点１：情報端末等で、手軽に公共サービスにアクセスできる環境
視点２：必要な人に、必要な情報が、必要な時に届けられる仕組み

視点３：分野をまたがるサービスをワンストップで提供

視点１：持続可能な公民連携によるスマートシティサービス
視点２：サービス主体や分野を超えて多様なサービスにアクセス
視点３：スーパーシティの最先端サービスで世界をリード&産業振興

＜行政が住民ニーズに基づき早期に実装するプロジェクト＞
１）住民がいつでも行政サービスにアクセスできるデジタルサービス

・必要な人に必要な情報が届く、ポータル機能の充実 など

２）府民の利便性向上に向けて拡充を図っていくサービス

＜公民連携による取組みで、実証から実装への展開を図るプロジェクト＞
１）OSPFプロジェクトの横展開・スタートアップ企業との連携

２）スマートモビリティ／スマートシニアライフ

３）プラットフォーム（データ連携）サービス

大阪スマートシティ
パートナーズフォーラムプロジェクト

30企業と16市町が参画のもと
22プロジェクトが進行中

住民に身近な
デジタルサービス
の実装加速化

住民のQoL向上に資する、身近なデジタルサービスに
ついて、早期実装を図るため、テーマ別に、具体化検
討を加速させる 暮らし 教育

情報発信 まちづくり

DX・
SWAT

＜テーマ案＞

福祉

2022 6

443 の企業・団体が参画※R4.7末時点
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テーマ № デジタルサービス 概要

情報発信 ① 必要な人に必要な情報を届ける総合案内ポータル

② LINE LINEを活用したオンデマンドな住民サービス情報提供

WEB 住民属性に応じた情報提供等を行うWEBページ

④ MAP 施設や防災など、生活情報をデジタルマップに実装

暮らし・
手続き

⑤ 行政オンラインシステム オンライン手続きの環境整備とメニューのさらなる向上

⑥ 許認可手続円滑化システム 土木、建築、健康などの許認可手続きを円滑化

子育て ⑦ 保育施設の空き情報、予約、お知らせメールなど提供

⑧ プラットフォームで子どもや高齢者の見守りを広域で実現

⑨ 業務管理から保護者との連絡までカバーするシステム

教育 ⑩ 学校と保護者の便利なコミュニケーションツール

⑪ 子ども関連のデータをAI分析し、リスクの早期発見等

⑫ 本や映像のコンテンツを、ネット経由で利用

大阪DXイニシアティブでの検討（大阪府）Ⅰ デジタルサービス②市民向けデジタルサービスのイメージ

利用者の①住所、②性別、

③年齢、④関心のあるテーマ

等の設定により、その人に

合ったパーソナライズされた情

報を、適時に配信

Â

2023

Â
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大阪DXイニシアティブでの検討（大阪府）Ⅱ 市町村DX 現状分析と方向性

1.

ü

2. 

ü

4. 

ü

5. 
ü 2025 20

3. 

ü

33
18

① アドバイザー事業の再編検討

② 広域人材シェアリング等の具体化に
向けた検討
Å対象範囲（希望団体or全団体）

Å費用負担のあり方、国事業の活用
Å人材支援分野（標準化対応支援等）

QoL

1.

2. 

3. 
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大阪DXイニシアティブでの検討（大阪府）Ⅲ 府庁DX 現状分析と方向性

1.

2.

3.

1.

2.

1. 

ü

ü

2. 

ü

1.

2.

Kintone

BPR

¸ 左記の方向性「ソフトウェアの最適化」
や「ハードウェアの集約」の観点から
全てのシステムについて点検を行い、

システムごとの方向性も含めた
「システムカルテ」を年度末までに整理し、
継続的に管理

※コスト削減効果もあわせて試算

¸ 各部局支援体制の整備やハンズオ
ン研修などにより、業務のデジタル
化ニーズを順次具体化

優先的にシステム改修やデジタ
ル化が必要なものは、予算要
求時にあわせて議論

デジタル技術を活用することで、
府民の利便性向上や職員の生
産性向上に資する余地あり

β
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大阪DXイニシアティブでの検討（大阪府）Ⅳ 制度・あり方更なる検討の深堀り

ü

IT

ü

ü

ü

ü

ü

DX

DX

ICT
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今後の取組み方針（大阪スマートシティ戦略ver.2.0 に示す取組み）（大阪市）

市民のQoLと都市力の向上
をめざし、DXを推進

ü「ICT戦略室」を「デジタル統括室」に
組織改編（2022年4月）

üDX推進の司令塔として各部局の業
務についてDXの視点から指導・総合
調整を実施

全庁横断的なDX推進体制を構築し、
取組を強力に推進

１）まちのスマート化 ３）データ活用の推進

４）ICT を利用した行政サービスの強靭化５）情報システムの整備

２）行政のデジタル化

便利・快適で、安全・安心できる市民生活
の実現に向け、都市基盤施設の維持管理
等の高度化を図るとともに、通信ネットワーク
環境の充実を促進する。
また、シームレスな移動の享受をめざして、

新たなモビリティサービスの導入検討するなど、
最先端テクノロジーの実証実験等を積極的
に受け入れ、ICTを活用した最先端のまちづ
くりや地域固有の課題解決に寄与する。

市民が、生活のあらゆる場面でいつでも容易
に必要な情報を入手し、様々な手続きを行う
ことができる便利・快適なくらしを実現する。
庁内業務においては、場所や時間にとらわれ

ない働き方を推進する環境の整備やICTを活
用した作業の効率化を進めるとともに、業務フ
ローを含めた見直しを行い、ムダのない効果
的・効率的な業務執行の実現をめざす。

市が公開するデータは、オープンデータであ
るという理念の下、データのオープン化を推進
してきたが、さらなるデータセットの公開に取り
組むとともに、データ一覧の整備を進める。
また、全庁的なデータ活用を促進するため、

データ標準化の検討を進める。
さらに、他機関とのデータ連携に取り組み、

オープンデータの活用事例の創出をめざす。

災害時対応に加え、平常時からICTを活
用し防災情報の発信に努め、防災・減災を
実現する安全・安心な都市をめざす。
また、クラウドサービスの活用等によりICTイ

ンフラの耐災害性を向上させるとともに、時代
に合わせた情報セキュリティ対策に取り組む。

行政のデジタル化に最適な情報システムへと刷
新するため、ガバメントクラウドや本市共通のクラ
ウドサービスの利用し、自治体情報システムの標
準化・共通化を進める。
また、安全で安定的なシステム運用を行うため

に、プロジェクトマネジメントの強化に取り組む。

① 都市インフラのデジタル化の推進

② 最先端テクノロジーの実証実験等の受け
入れの推進

③ 地域特性に応じた取組みの推進

④ 都市インフラへのICT活用

① 防災・減災力の向上

② 災害に強いICTインフラの整備

③ 時代に即した情報セキュリティ対策の実施

① 行政手続きのオンライン化・
行政サービスのリモート化の推進

② AI等の最先端テクノロジーの活用
③ UIの向上
④ ICTを活用したBPRの推進
⑤ 教育分野へのICT の活用
⑥ 区役所等におけるICT活用

① オープンデータの充実

② EBPMの推進

③ データ標準化の推進

① 情報システムの管理体制の強化

② クラウドサービスを基本とした情報システム
への転換（自治体情報システムの標準
化・共通化）

■「大阪市ICT戦略」を、スマートシティ戦略の推進にかかる基本方針として位置づけて取組みを推進
■市民のQoLと都市力の向上をめざし、DXを推進するため、全庁横断的な視点から体制の一層の強化を図る
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DXの推進（大阪市）

・2022 年4月 Re-Design おおさか～大阪市DX戦略の基本的な考え方～ を策定、公表

生活者目線・事業者視点で
デザインされた便利・快適な
サービスをスピーディに提供

効率的かつ質の高い
組織・業務運営

便利・安心・安全に
暮らせる魅力・活力
のあるまちを実現

サービス、都市・まち、行政の３つの視点からDXに取り組み、
市民のQoL（生活の質）の向上 と 都市力の向上 をめざす。

・2022 年度中に「大阪市DX戦略」を策定し、2023 年度より本格的にDXを推進

大阪市DX戦略におけるVision
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Why Vision What Outcome

ORDEN

QoL

2020 12

2022

2022
2022 12

2022

2022 11

ÈŭÉȢºȺºȠȯȌ Ê Ë
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大阪がスーパーシティの実現をめざす背景

世界有数の都市 大阪１ 全国都市の
デジタル化をリード

3

大阪の人口

879 万人

大阪の経済規模
（府民経済計算）

約41兆円

「グリーンフィールド」で
先端的サービスをいち早く実装

2

¸大阪は、世界有数の人口集積と経済規模を持つ都市である。大阪府・大阪市では、これまで、住民QoLの向上をめざして様々な

社会課題に先端技術を活用しながら効率的・効果的に対応するスマートシティの推進に取り組んできた。

¸大阪には夢洲（夢洲コンストラクション、大阪・関西万博）及びうめきた２期の２つのグリーンフィールドがあり、一からまちづくりを行う

グリーンフィールドの性質から速やかに先端的サービスの実証や実装が可能となる。これら２つのグリーンフィールドで進めている特色あ

る取組としては、ヘルスケアやモビリティの分野がある。

¸大阪広域データ連携基盤（ORDEN）の構築により、全国都市のデジタル化をリードしていく。

¸こうした背景を踏まえて、規制改革を伴う先端的サービスの提供を強力に推進するスーパーシティ制度を活用することで、ヘルスケアと

モビリティの分野を中心に、より多くの先端的サービスを実装するとともに、イノベーションの担い手となる企業等の創業支援・ビジネス環

境整備にも注力し、「技術革新と課題解決の好循環」「イノベーション創出」を図り、働きやすく住みやすい、健康で快適な質の高い

暮らしと、大阪の成長・発展の実現をめざす。

夢洲

うめきた2期（令和４年）

（令和元年）

大阪広域データ連携基盤（ORDEN)

公民の様々なデータ連携・流通を促進し、
府民の利便性向上に資するサービス創出

圧倒的な人口集積を誇り、世界有数のグロー

バル都市である大阪において、唯一無二の日

本を代表するスーパーシティをめざす。

グリーンフィールドでいち早く先端的サービスを実

装させ、スーパーシティ構想の実現に取り組み、

先端的サービスの全国展開への道筋を作る。

大阪広域データ連携基盤（ORDEN）構築

により、全国都市のデジタル化をリードする。
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「健康といのち」をテーマに住民QoLを向上させる先端的サービスを展開

データで拡げる“健康といのち”
2023 年度～

夢洲コンストラクション
３つの円滑化を推進

1. 建設工事現場内外の移動

2. 建設工事及び資材運搬

3. 建設作業員の安全・健康管理

2024 年度～

うめきた２期
中核機能のテーマ

ライフデザイン・イノベーション

超スマート社会が到来する中、IoTやビッグデータなどの活用により、創薬や医療機器開

発などの分野にとどまらず、人々が健康で豊かに生きるための新しい製品・サービスを創出

２つのグリーンフィールド

Å夢洲
Åうめきた２期

2025 年度

大阪・関西万博
テーマ

いのち輝く未来社会のデザイン

サブテーマ

Saving Lives（いのちを救う）

Empowering Lives（いのちに力を与える）

Connecting Lives（いのちをつなぐ）

¸大阪のスーパーシティ構想のテーマは「データで拡げる“健康といのち”」。２つのグリーンフィールドで３つのプロジェクトを展開、大阪全

体へ拡げていく。

提供：２０２５年日本国際博覧会協会
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住民QoLの向上と
都市競争力の強化を

めざす

輝く未来社会
イメージパース（提供：うめきた2期地区開発事業者)



スマートモビリティ
レベル４相当の自動運転の実施
万博会場内外のバスの移動を、自動運転（レベル
４相当）で実施

自動運転×貨客混載による交通渋滞緩和

レベル２の自動運転バスを使った建設作業員と工事
資材の効率的輸送により交通渋滞緩和

MaaSによる移動の円滑化の実現

MaaSによる経路検索・予約・決済や会場混雑情

報の提供等、シームレスな移動体験の実現

先端国際医療
先端国際医療サービス
国籍や場所を問わず、先端国際医療サービスを日
常的に享受することができる環境を整備

空飛ぶクルマ
日本初の空飛ぶクルマの社会実装
空飛ぶクルマを万博会場へのアクセスや観光周遊
サービスなどで活用し、社会実装を実現

夢洲コンストラクション
ドローンなどによる建設現場の革新
資材運搬、測量、工事管理、現場見守りなどにド
ローン、BIM/CIMデータなどを積極活用

大阪のスーパーシティ構想がめざす未来ビジョン

大阪広域データ連携基盤（ORDEN）［Osaka Regional Data Exchange Network］

ビ
ジ
ョ
ン

主
な
先
端
的
サ
ー
ビ
ス

移動 物流まちづくりなど

豊かに暮らす健康長寿社会

ヘルスケア

ストレスフリーな最適移動社会

モビリティ

活力にあふれるデータ駆動型社会

ビジネス・イノベーション

医療 健康
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未来健康サービス
AI 分析などによる健康増進プログラム
ヒューマンデータとAI分析などのエビデンスに基づく健
康増進プログラムの提供

次世代PHRを活用した先端的サービスの高度化
データ連携基盤などを通じて健康、医療、介護、ス
ポーツなど、多岐にわたるデータを繋いだ次世代PHR
を活用し、AIなどの新たなテクノロジーを利用すること
で、健康・医療のシームレスな融合や個人への最適
化など、高度化された様々な先端的サービスを提供

ピンポイント気象予報
AI などによる気象予報

AI技術と観測データなどを活用し、地域限定の気
象予報サービスを提供

うめきたパークネス
みどり×IoT ×健康

健康増進サービス、リアルとデジタルの融合空間の創
造、ロボットによる施設管理などにより未来の公園を
実現

大阪SDGs
行動憲章

わたしたちは、「誰一人取り残さない、持続可能な社会の実現」をめざす“持続可能な開発のための2030アジェンダ”（SDGs）の理念に賛同し、
2025年大阪・関西万博の地元都市として、万博のテーマである「いのち輝く未来社会のデザイン」に向けて、SDGsの17ゴールの達成をめざします

目
的

住民QoLの向上
vƻ[Χvǳŀƭƛǘȅ ƻŦ [ƛŦŜ「生活の質」

都市競争力の強化

¸様々な先端的サービスに取り組むことで、住民QoLの向上と都市競争力の強化をめざす。



2025 年 大阪・関西万博を機に“豊かな未来社会”を実現

¸スーパーシティ構想の各取組は、大阪・関西万博を機に、更に技術革新、社会実装を促進し、大阪市域、大阪府域へ展開していく。

フェーズⅠ
～2024 年度 Before 万博

フェーズⅡ
2025 年度 With 万博

フェーズⅢ
2026 年度～ After 万博

医
療
・
健
康
な
ど

医
療

『全ての人が最先端の医療サービスを受けることができる、未来社会』

建設作業員の安全・健康管理
リアルタイムでのAI解析など

夢
洲

“健康といのち”がコンセプトの万博
近未来の医療サービスを体感・具現化

万
博

先端国際医療の提供
日常化された先端医療サービス

健
康

『健康寿命が延伸し、豊かに暮らすことのできる、未来社会』

AI 分析などによる健康増進プログラム
ヒューマンデータとAI活用

う
め
き
た

PHRを活用した未来の健康体験
未来のヘルスケア・インキュベーション

万
博

データ連携などによるサービスの高度化
次世代PHRと新たなテクノロジーを活用

移
動
・
物
流
な
ど

陸
路

『過密化する都市をストレスフリーに移動できる、未来社会』

自動運転車(レベル2) での貨客混載
万博工事での貨客混載

夢
洲

スマートモビリティの推進
自動運転車（レベル４相当）の実装
MaaSによる移動の円滑化の実現

万
博

万博後のMaaS
多様なサービスをつないで街を活性化

空
路

『自由でスピーディーに移動できる、未来社会』

ドローン・コンストラクション
ドローンによる輸送・監視・管理

夢
洲

空飛ぶクルマの万博アクセス
万博会場を結ぶ空飛ぶクルマの実装

万
博

日常での空飛ぶクルマの普及
街なかにポートが存在する日常モビリティ

凡例 夢洲コンストラクション 大阪・関西万博 うめきた2期夢洲 万博 うめきた
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2025 年 大阪・関西万博を機に“豊かな未来社会”を実現 【医療・健康など】

フェーズⅠ
～2024年度 Before万博

フェーズⅡ
2025年度 With万博

フェーズⅢ
2026年度～ After万博

医
療
・
健
康
な
ど

ビ
ジ
ョ
ン

イ
メ
ー
ジ

建設作業員の安全・健康管理 “健康といのち”がコンセプトの万博

「大阪ヘルスケアパビリオン」イメージ図

先端国際医療の提供

AIや遠隔で世界の最新医療を

サ
ー
ビ
ス
内
容

Å広大な敷地で働く建設作業員の健康管理のた
めに、バイタル情報や作業場所環境、気象情
報などをAI解析し、個人にあった適切なタイミン
グでのアラートを通知

Å大阪府と大阪市がREBORNをテーマに設置す
る「大阪ヘルスケアパビリオン」では、未来の診
断や健康ケア、未来医療が体験できるサービス
を提供

Å遠隔医療、AIやロボットによる診療支援などの
先端医療サービスを、国籍や場所を問わず、
日常的に享受することができる環境の整備

ビ
ジ
ョ
ン

イ
メ
ー
ジ

AI 分析などによる健康増進プログラム

運動施設 屋内プール

フューチャーライフ万博 データ連携などによるサービスの高度化

サ
ー
ビ
ス
内
容

Åうめきた２期に設置予定の温泉利用型健康増
進施設にて、ヒューマンデータとAI分析などによ
るエビデンスに基づく健康増進プログラムを提供

Å効果を数値化してデータに還元することで循環
型の健康サイクルを形成

Åフューチャーライフ万博は、Society5.0が実現
する未来社会を「共創」によってつくりあげるイン
キュベーション型事業

Åフューチャーライフパークを拠点に、未来のヘルス
ケア(健康医療等データ利活用、医療機器・福
祉用具等)も発信

Åデータ連携基盤などを通じて健康、医療、介護、
スポーツなど、多岐にわたるデータを繋いだ次世
代PHRを活用し、AIなどの新たなテクノロジーを
利用することで、健康・医療のシームレスな融
合や個人への最適化など、高度化された様々
な先端的サービスを提供

提供：２０２５年日本国際博覧会協会
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PHR（パーソナルヘルスレコード）サービス イメージ

健康増進施設イメージパース

自治体

保険者

医療機関

PHR
連携サーバー

本人

アプリを通じて個人の医療・健康情報
を収集・活用（イメージ）

¸誰もが最適な医療・健康サービスを受けることができる未来の健康社会の実現に向けて、スーパーシティ構想のフィールドで実績を重

ねていく。



2025 年 大阪・関西万博を機に“豊かな未来社会”を実現 【移動・物流など】

フェーズⅠ
～2024年度 Before万博

フェーズⅡ
2025年度 With万博

フェーズⅢ
2026年度～ After万博

移
動
・
物
流
な
ど

ビ
ジ
ョ
ン

イ
メ
ー
ジ

自動運転車(レベル2) での貨客混載 スマートモビリティの推進 万博後のMaaS

サ
ー
ビ
ス
内
容

貨客混載

Å作業員用シャトルバスで貨客混載することで工
事資材などの運送を効率化

シャトルバスの自動運転化

Åレベル２での自動運転走行を大型第一種免
許で可能にし、輸送効率を向上

自動運転：万博アクセス・万博会場内の移動

Å万博会場へのアクセスや会場内移動の一部にお
いてバスの自動運転（レベル４相当）を実施

MaaSによる移動の円滑化

ÅOSAKAファストパス（仮称）による混雑情報の
提供や来場交通プランの案内を実施

Å万博関連情報の連携による関西MaaSの機能
拡充

万博後のMaaS

Åデータ連携基盤などを通じて、交通、観光な
ど、多岐にわたるデータを活用し、交通需要
を予測・誘導することで、渋滞回避やCO2
削減、新たな移動需要の創出に寄与する都
市型・広域のMaaSの実装

ビ
ジ
ョ
ン

イ
メ
ー
ジ

ドローン・コンストラクション

出典：経済産業省HP

日本初の空飛ぶクルマの社会実装

空飛ぶクルマの離着陸場

日常での空飛ぶクルマの普及

出典：経済産業省HP

サ
ー
ビ
ス
内
容

ドローンによる夢洲開発の円滑化

Å夢洲開発における工事の円滑な進捗と安全管
理のためにドローンを最大限に活用

1. ドローンによる資材などの運搬、作業現場
域内の高所などへの資材配送

2. ドローンを活用した測量・工事管理

3. ドローンによる建設現場の見守り

空飛ぶクルマ／万博アクセス

Å関西の主要空港から万博会場を結ぶ、空のアク
セスとしての空飛ぶクルマの社会実装

空飛ぶクルマ／観光周遊

Å主要観光地と万博会場を結ぶ、観光アクセスとし
ての空飛ぶクルマ

街なかにポートが存在する日常モビリティ

Å主要駅やビルの屋上（Hポート・Rポート）、
コンビニの駐車場、ウォーターフロントなど、市
街地の様々な場所にポートが存在し、日常
使いのモビリティとして空飛ぶクルマが普及

¸時間や場所を問わず人やモノが移動できる未来の移動社会の実現に向けて、スーパーシティ構想のフィールドで実績を重ねていく。

提供：
２０２５年日本
国際博覧会協会

出典：経済産業省HP

自動運転

人の行動・
交通を
最適化

MaaS
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フェーズⅠ フェーズⅡ フェーズⅢ

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度～

夢洲

夢洲
コンスト
ラクション

大阪・
関西万博

うめきた２期

大阪広域
データ連携基盤
（ORDEN）

万
博
開
催

大阪のスーパーシティ構想の流れ

89

サービス実装
（万博関連整備）

夢
洲
工
事

本
格
化

¸３プロジェクトにおいて先端的サービスを着実に実証・実装し、万博後には大阪広域データ連携基盤（ORDEN）を介して大阪市

域、大阪府域へ展開していく。

サービス内容検討・実証

一
部
先
行

ま
ち
び
ら
き

サービス実装
（万博跡地撤去）

サービス実装
（跡地開発）

サービス内容
検討・実証

サービス内容検討・実証

ポータルサービス、ORDEN-ID

データ連携（福祉⇔教育、医療⇔防災）
障がい者・ひとり親支援
ワンストップサービス
（民間引越しポータル会社連携）など

大阪市域、
大阪府域

へ
展開

夏頃

サービス実証・提供

全
体
開
業

4/13～10/13

2027年度

スーパーシティにおける活用
（夢洲コンストラクション、OSAKA ファストパス（仮称）、うめきた２期など）

ORDENでは多くの市町村のニーズが見込めるポータルサービス、ORDEN-IDの運用やより効果的なサービス提供を通じ、府内市町村へのORDEN利用促進もはかり、

その先の先端的サービスの大阪府域への展開につなげていく。データガバナンスを確立し、利活用可能なデータを整備・拡充していく。

行政・民間利用の拡充

府・
市町村



ビジネス・イノベーション

万博後（2026 年度以降）の展開
住民一人ひとりの生活の質が向上し、都市が成長し続ける大阪

大阪広域データ連携基盤（ORDEN）
［Osaka Regional Data Exchange Network］

¸夢洲及びうめきた２期において先端的サービスの実証や実装を進め、また大阪広域データ連携基盤（ORDEN）を活用した様々

なデータ連携を推進することで、次々とビジネスが生まれるデータ駆動型社会が実現し、ひいては住民QoLの向上と都市競争力の強

化につながっていく。

データ連携データ連携

データの活用が
新たなサービスを生む

新たなサービスの創出が
多様なデータの連携を生む

ビジネスが生まれるデータ駆動型社会
快適な環境のもとでチャンスがあふれる、未来のビジネス都市

イノベーションを通じたビジネスの振興

ガブテック スマート観光 エドテック ロボット・バーチャル スマート防災 スマートエネルギー フィンテック

分野別データ 地域別データ 事業別データ

豊かに暮らす健康長寿社会
誰もが最適な医療を受けることができる、未来の健康社会

ストレスフリーな最適移動社会
時間や場所を問わず人やモノが移動できる、未来の移動社会

ヘルスケア モビリティ

データ連携などによる
サービス高度化

先端国際医療の提供
日常における

空飛ぶクルマの普及
万博後のMaaS

都市競争力
の強化

住民QoL
の向上
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大阪のスーパーシティ構想の推進体制

¸大阪のスーパーシティ構想は、複数分野にわたる先端的サービスが組み合わさり、未来社会の先行実現をめざす取組である。この実

現には、自治体に加え、民間事業者などの強いコミットメントを得て強力に推進していくことが必要となる。

¸全体計画の作成や推進等について意見交換を行い、事業実施主体が先端的サービス実装を効果的に進められるよう推進する。

先端的サービス
の実装

高度なノウハウ・
知見の提供

計画の策定

計画の推進

アーキテクト

指導、助言

91

民間企業・経済団体

大学機関 など

大阪府

大阪市

強いコミットメント

互いに力を発揮できる
土壌づくり

実装に向けた協議調整

大阪スーパーシティ
協議会

全体計画・区域計画の素案

意見交換
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Why Vision What Outcome

2011 12

2014 5

51
103
β

31

638
2011 2021

PMDA

53
26
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▲
11

年
4

月

国
際
戦
略
総
合
特
区
制
度
創
設

▲
10

年

特
区
制
度
提
案

▲
11

年
12

月

関
西
（
３
府
県
３
市
）
地
域
指
定

獲
得

▲
13

年
6

月

閣
議
決
定
（
日
本
再
興
戦

略
）

▲
14

年
5

月

関
西
圏
で
国
家
戦
略
特
別
区
域

指
定
獲
得

■特区の制度創設、地域指定の経緯

各ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
認定・実施

▲
13

年
6

月
（
厚
労
省
）

P
M

D
A

関
西
支
部
設
置
決
定

▲
12

年
12

月

地
方
税
ゼ
ロ
と
な
る
特
区
税
制
創
設

▲
13

年
10

月
～

P
M

D
A

関
西
支
部
う
め
き
た
に
設
置

▲
13

年
12

月

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
制
定

2011 2012 2013 2014 2015 2021 2022

《

国

》

《

府
・
市

》

▲
13

年
9

月

府
市
連
名
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提

案
、
規
制
緩
和
提
案

▲
16

年
4

月

「
大
阪
府
成
長
特
区
税
制
」
ス
タ
ー
ト

▲
22

年
9

月
現
在

関
西
圏
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
30

回
開
催
、

53

事
業
実
施
（
大
阪
府
26

事
業
）

関
西
イ
ノ
ベ―

シ
ョ
ン
国
際
戦
略
総
合
特
区

認
定
51

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
０
３
案
件
実
施

（22年9月現在）
関西圏国家戦略特区 53事業実施（大阪府26事業）
関西ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ国際戦略総合特区 51ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ103案件実施（大阪府53案件）

▲
22

年
4

月

国
家
戦
略
特
別
区
域
を
定
め
る
政
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
閣
議
決
定

さ
れ
、
大
阪
市
が
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
型

国
家
戦
略
特
区
の
区
域
に
正
式
に
指
定
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医薬品・医療機器関連 バッテリー関連

・ 医薬品関連では、同分野における大阪の事業所数
は全国２位であり、有力な産業分野となっている。

・ 大阪の医療機器関連事業所数は、全国3位となっ
ており、大阪の強みであるものづくり産業との連携
（医工連携）が期待される。

・ 関西地域の蓄電池製造業の製造品出荷額（2019
年）では、全国シェアの約36%を占める。

■ライフサイエンス、バッテリーの２分野での大阪の優位性

出典：総務省「平成28年経済センサスｰ基礎調査」より作成

府県別医薬品製造業事業所数

医薬品製造業

1.東京都 160

2.大阪府 136

3.富山県 77

4.埼玉県 72

5.兵庫県 60

6.奈良県 57

7.愛知県 42

8.神奈川県 47

9.静岡県 39

10.滋賀県 41

府県別医療機器関連事業所数
医療用機械器具・医療用品製造業

1.東京都 517

2.埼玉県 263

3.大阪府 193

4.愛知県 144

5.神奈川県 110

6.長野県 95

7.静岡県 97

8.千葉県 81

9.兵庫県 69

10.栃木県 80

◆蓄電池製造業の出荷額等

※出所：経済産業省「2020年工業統計調査(2019年実績)」
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■成長特区税制の対象税目・軽減内容

※大阪府内における成長特区税制等の事業認定件数24件 （2022年9月現在）

（うち大阪府市での認定件数3件、大阪府単独認定件数13件、大阪市単独認定件数8件）

■法人所得課税の実効税率

他国に比べて、高いと言われている日本の法人実効税率を、国の税制支援と大阪府の成長特区税制を活用することで、軽減。

○国家戦略特区における課税の特例（所得控
除）の適用を受け、 府の成長特区税制及び軽
減税制を行っている市町村の課税の特例の適用
を受けた最大の率

※財務省「法人所得課税の実効税率の国際比
較」を元に作成

大阪の法人実効税率

約３０％ ⇒ 約２２％
減税
効果大

【法人府民税・法人事業税】 府外から成長特区に新たに進出の場合 ５年間ゼロ＋５年間１／２ ※最大の場合

【不動産取得税】 事業計画申請後に取得した土地・家屋で、事業計画認定後３年以内に供用開始し、
その後１年間供用したことが確認できる場合、取得した土地・家屋にかかる取得税が最大ゼロ

⇒府内から成長特区に新たに進出の場合、従業者数の増加割合に応じて軽減

法人実効税率（％） （２０２２年１月現在）
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国家戦略特区において、大胆な規制・制度改革による産業の国際競争力の強化及びチャレンジングな人
材の集まるビジネス環境を整えた国際都市の形成等を目的とし、特区事業を推進。

規制改革事項等 概要 区域計画認定日

雇用労働相談センターの設置
弁護士等が、労働法制面からグローバル、ベンチャー企業をサポート
「雇用指針」を活用し、労働関係紛争を未然に防止

2014年12月19日

保育士資格に係る児童福祉法等の特例
（地域限定保育士試験の実施）

待機児童対策として、保育士試験について通常試験に加えて特区試験を実施 2015年９月９日

設備投資に係る課税の特例 再生医療製品及び医療機器の研究開発等にかかる設備投資に課税特例 2015年11月27日ほか

特区医療機器薬事戦略相談
革新的医療機器の開発にあたり、PMDAが、特区事前面談及び特区フォローアップ面談を実施するととも
に、専属のコンシェルジュを置き、適宜必要な助言等を実施

2015年11月27日

旅館業法の特例（特区民泊） マンション、戸建て住宅において滞在施設を提供 2015年12月15日ほか

外国人家事支援人材を受け入れ、利用世帯に対し、家事支援サービスを提供 2016年４月13日

都市公園の占用許可に係る都市公園法の特例 待機児童急増に対応するため、都市公園を活用して保育所を整備（2017年6月全国措置） 2016年９月９日ほか

公立学校運営の民間開放に係る
学校教育法等の特例（公設民営学校の設置）

グローバル人材の育成や個性に応じた教育等のため、公立学校の運営を民間へ委託 2017年12月15日

革新的な医薬品の開発迅速化
臨床研究中核病院において、創薬シーズを企業主導治験に円滑に橋渡しし、アカデミア発の革新的医
薬品の開発迅速化

2017年12月15日

児童福祉法等の特例
（国家戦略特別区域小規模保育事業）

対象年齢の原則を撤廃し、０歳～５歳や３～５歳を対象とする小規模保育授業を認める 2018年12月17日

病床規制に係る医療法の特例
病床過剰地域においても、最先端医療を提供する医療機関に対して必要な病床の増床（開設含む）
を許可

2019年９月30日

建築物用地下水の採取の規制に関する法律の特例
実証試験を実施した結果、一定の要件を満たす場合に、地下水の採取に係るストレーナーの位置及び
揚水機の吐出口の断面積を当該試験の範囲内に緩和

2019年９月30日

工場立地法及び地域経済牽引事業の促進による地
域の成長発展の基盤強化に関する法律の特例

市町村の条例の制定により、工場敷地の緑地面積率等の基準の緩和 2022年３月10日

◇国家戦略特区の活用状況 ⇒関西圏で53事業（大阪府は26事業）実施

⇒主な実績として、特区民泊3,200施設9,150室（全国最多、2022年9月末時点） 、グランフロント大阪における雇用労働相談センター開設、 地域限
定保育士試験の実施（2015~2021年度で合格者計2,906名）など

■国家戦略特区
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■関西イノベーション国際戦略総合特区

特区で掲げた目標達成に向けて認定を受けた事業数は、全国最多の５１プロジェクト１０３案件

※大阪府域は３１プロジェクト５５案件

北大阪（彩都
等）

ＰＭＤＡ-ＷＥＳＴ機能の整備及び治験セ
ンター機能の創設 など
１７プロジェクト

大阪駅周辺
（うめきた）

先制医療の実現に向けたコホート（疫
学）研究・バイオマーカー研究の推進
など
４プロジェクト

夢洲・咲洲 バッテリー戦略研究センター機能の整備 など
５プロジェクト

関西国際空港 医薬品・医療機器等の輸出入手続き
の電子化・簡素化 など
４プロジェクト

阪神港 国内コンテナ貨物の集貨機能の強化 など
３プロジェクト

全地域共通 PMDA-WEST機能の整備及び治験
センター機能の創設 など
４プロジェクト

京都市内 革新的消化器系治療機器の開発 など
９プロジェクト

けいはんな学研都市 スマートコミュニティオープンイノベーション
センター機能の整備 など
２プロジェクト

神戸医療産業都
市

再生医療・細胞治療の実用化促進 など
１３プロジェクト

播磨科学公園都市 Spring-８を活用した次世代省エネ材
料開発・評価 など
２プロジェクト

プロジェクトの地区別内訳 ※赤枠内は大阪府域に係る地区
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■参考： 関西イノベーション国際戦略総合特区 認定プロジェクト一覧

・計画認定事業数は５１プロジェクト１０３案件。【１０３案件の内訳】
規制緩和２件、財政支援３４件、税制優遇５４件、金融支援１３件
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■参考：特区制度の概要

国際戦略総合特区 国家戦略特区

趣旨 新成長戦略を実現するための政策課題解決の突破口として、
地域の包括的・戦略的なチャレンジを国がオーダーメイドで総
合的に支援

経済社会の構造改革を重点的に推進することにより、産業の
国際競争力を強化するとともに、国際的な経済活動の拠点の
形成を促進する観点から、国が定めた国家戦略特別区域に
おいて、規制改革等の施策を総合的かつ集中的に推進

対象分野 ○バイオ・ライフサイエンス（ライフ分野）
○環境・次世代エネルギー（グリーン分野）
○アジア拠点 ○国際港湾

○都市再生 ○創業 ○外国人材
○観光 ○医療 ○介護
○保育 ○雇用 ○教育
○農林水産業 ○近未来技術・サンドボックス ○その他

対象地域 全国６箇所
（筑波・東京・神奈川・中京圏・関西・福岡）

全国１０箇所
（東京圏、関西圏、新潟県新潟市、兵庫県養父市、福岡
県福岡市・北九州市、沖縄県、秋田県仙北市、宮城県仙
台市、愛知県、広島県・愛媛県今治市）

特
例
措
置

規制 関係府省と地元側との協議を経て実現
（ボトムアップ型）

国が自ら主導し、国と地方の双方が有機的連携を図る
（トップダウン型）

税制 １．設備投資促進税制
（特別償却または投資税額控除）

１．設備投資促進税制
（特別償却または投資税額控除）

２.所得控除
※上記の他、特区内ベンチャー企業の株式を取得した「個
人」へのエンジェル税制等も措置。

財政 総合特区推進調整費 なし

金融 利子補給（最大０．７％、５年間） 利子補給（最大０．７％、５年間）
＊ベンチャー企業、中小企業等が対象

首相官邸HPの資料等をもとに作成 104
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【JR東海道線支線地下化・新駅設置事業】（市・JR） 2014～2023年度
・JR東海道線支線地下化を移設・地下化し、地下ホームを設置

【土地区画整理事業】 （UR）2015～2026年度
・大阪駅前にふさわしい土地利用を支える道路や駅前広場を整備

【防災公園街区整備事業】 （UR）2018～2026年度
・区域の中心部に都市公園を整備

JR東海道線支線
（現在）

防災公園街区整備事業

土地区画整理事業区域

特定都市再生緊急整備区域

都市再生緊急整備区域

JR東海道線支線地下化事業
・新駅設置事業

2022 年９月 一般社団法人うめきた未来イノベーション機構（※）を設立

＜事業内容＞

・人材・企業が集積・交流することで創出された事業化プロジェクトが循環するためのハブ機能の構築

・イノベーション創出につながる外部組織などエコシステムを形成する各種機関との連携強化 など

（※）官民一体で、新技術を持つ研究者や事業者などの多様な人材を繋げ、プロジェクト創出などをコーディネート
する世話役となる組織（参画団体：府、市、関経連、大商、事業者JV）

2017 年６月 うめきた２期みどりとイノベーションの融合拠点形成推進協議会を設立

＜先行的取組み＞

・「みどり」を活用した実証研究プロジェクトの実施 ・関西一円の研究機関等とのネットワーク構築

・イノベーション支援機能の実現に向けた関係機関の誘致 ・国内外への情報発信 など

Ṍּל קּ Ễ שּ Ṍ

2023年2月 JR東海道線支線地下化切換
2023年3月 新駅開業
2024年夏頃 一部先行まちびらき
2026年度末 基盤整備の全体完成
2027年度 全体まちびらき
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基
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地下化・新駅設置工事

道路等の基盤整備工事

民
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発
・
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機
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づ

く

り

の

方

針

諸手続き・設計

中核機能
推進会議

２０２３～２６年度２０２２年度２０２１年度２０２０年度２０１９年度

開
発
事
業
者
の
決
定

鉄道地下化・新駅設置事業

土地区画整理事業

２０１４～１８年度

公園整備事業

都市公園整備工事

工事（順次着手）

用地買収・基本設計等 実施設計

2018.7

民間開発工事着手
（2020.12）

「みどりとイノベーションの融合拠点形成推進協議会」
における先行的取組み

新組織
による取組

基盤整備完了(2026年度末)

（一社）うめきた未来イノベーション機構設立
（2022.9）

地下化切替（2023.2）
新駅開業(2023.3)

２
０
２
４
夏
頃
一
部

先
行
ま
ち
び
ら
き

Ṍּל קּ Ễ שּ ṇ Ṍ

全
体
ま
ち
び
ら
き

２０２７年度
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世界有数の広域交通ターミナルのまちづくりの実現（20～30年先）をめざし、全体のめざすべき大きな方向性を示す「全体
構想」と、新大阪駅エリアの民間都市開発に期待する内容などからなる「エリア計画」を作成。

・2018年8月 都市再生緊急整備地域の候補地域として公表
・2019年1月 「新大阪駅周辺地域都市再生緊急整備地域

検討協議会」設置
・2022年6月 「新大阪駅周辺地域都市再生緊急整備地域

まちづくり方針2022」作成
・2022年10月 都市再生緊急整備地域に指定

114ha

世界有数の広域交通ターミナルのまちづくり

①スーパー・メガリージョンの西の拠点

②広域交通のハブ拠点

③世界につながる関西のゲートウェイ

めざすべき大きな方向性

新大阪駅周辺地域が担うべき役割

Ṍ שּ 2022 ṕ2022 6 ṖṌ
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平成25年度(統合前) 平成26年度(統合後) 平成30年度 平成31年度 令和２年度 令和３年度

保証承諾額 6,819億円 6,916億円 8,157億円 9,091億円 32,387億円 8,903億円

保証債務残高 2兆9,084億円 2兆6,768億円 2兆2,126億円 2兆2,074億円 ４兆0,611億円 4兆1,814億円

代位弁済
金額 757億円 665億円 367億円 366億円 250億円 243億円

率 2.51% 2.40% 1.64% 1.68% 0.74% 0.58% 

職員数 443人 437人 406人 378人 378人 381人

信用保証協会の統合後の状況（平成26年5月統合）

１ 保証承諾額、代位弁済額・率の推移

２ 合併後の成果

【統合により目指したもの】
◎間接部門の統合による合理化
◎統合により生み出されるマンパワーを活用した経営支援機能の強化
◎統合により強化される財務基盤を活用した新たな保証メニューの開発・提供

１）合理化
・職員数：目標５年間で▲30名程度に対し、▲40名弱の縮減（H25：443人 → H30：406人）

合併により市協会職員（約90名）を受け入れたことで、府協会単独時との比較ではマンパワーが増大
⇒ コロナ融資実施中の令和２年度は、協会内で審査部門の経験がある者を応援配置することで、対応。

・システム統合：府協会システム（ORBIT）へ一本化完了（H29）⇒ 運用経費削減

２）経営支援機能の強化
旧市協会事務所のあった大阪産業創造館10階を本店分室とし、「経営支援部」を拡充・移転。各種経営支援事業を実施
・創業フェア、ビジネスフェア（H27年度～）
・各種セミナー（事業承継、SDGs等）
・経営サポート事業（経営上課題を抱えた企業に専門家を派遣）（H27年度～）
※今年度は、ゼロゼロ保証を受けた事業者へプッシュ型支援を実施（DM送付・協会職員による企業訪問、収益改善策の提案等）

３）新たな保証メニューの提供
・金融機関連携型創業関連保証、SDGs推進保証 等
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O- FEIT
- FEIT: Osaka- Field Epidemiologic Investigation Team
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国際基準対応の推進

◆ EMC技術開発支援センターの開設

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

2017 2018 2019 2020 2021

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

2017 2018 2019 2020 2021

・ 新電波暗室については国際認定を取得し、国際規格に対応した製品づくりを推進。

・ 約7億4千4百万円を投資し、和泉センターに電波暗室を新設

・ 平成30年4月より運用開始

2017年度比
181%

旧施設

2017年度比
189%

旧施設

10m法対応は関西公設試で唯一
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技術力の結集による成長分野の研究開発
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◆ NEDO・革新的電池開発プロジェクト（H30~R4 ）
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技術力の結集による成長分野の研究開発

◆ 3D造形技術イノベーションセンターを開設
・ 金属AMの高度な研究、試験評価をワンストップで実施できる国内トップクラスの拠点として、令和3年4月に開設

3D

CAE

(s)

(t)

(v)

ū 20,ū 5

AM
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技術力の結集による成長分野の研究開発

◆ 先進電子材料評価センター(通称：5Gセンター)の開設
・ 5G,6Gに関する開発を

4 1

公設試唯一の装置含む
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技術力の結集による成長分野の研究開発
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◆ 「NEDOムーンショット型研究開発事業」研究開発プロジェクト（R2~ ）
・ ムーンショット目標4「2050年までに、地球環境再生に向けた持続可能な資源循環を実現」の達成を目指す研究開

発プロジェクトに採択
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大阪公立大学について

１．大阪公立大学がめざすもの

大阪の発展を牽引する「知の拠点」をめざして

(1) ２つの新機能と４つの戦略領域
➣ 新たに、「都市シンクタンク」機能及び「技術インキュベーション」機能の２つを

備え、大阪の都市課題の解決や産業力強化など、大阪の発展に貢献する
ことをめざす。

◆都市シンクタンク機能・・・高度化・複雑化する様々な都市課題に対し、これまでの研究で培われた高
度な知見を活かしつつ、パブリックデータの分析や産官学のネットワークなどを活用し、府市等と密接に
連携しながら大阪の都市課題解決に貢献する。

◆技術インキュベーション機能・・・様々な分野の強みを持ち寄り、企業連携を進め、新たな研究に取り
組むことにより、大阪産業の競争力強化に貢献する。

➣ 特に、 「スマートシティ」 「パブリックヘルス／スマートエイジング」 「バイオエンジ
ニアリング」 「データマネジメント」 といった、両大学の強みである４つの戦略領
域について、重点的に取り組んでいく。

(2) ３つの基本機能のさらなる強化
➣ これまで培ってきた両大学の歴史と伝統を活かし、理系・文系・医療系の幅

広い学問体系を擁する総合大学として、国際化やダイバーシティにも積極的
に取り組み、本来の使命である「教育」「研究」「社会貢献」をさらに充実させる。

(3) 国際力の強化

➣ 高度な研究力を基盤とした国際競争力の強化をめざす取組を展開する。

2.  教育研究組織

新大学では、両大学の同種の分野を集約することを基本とした上で、農学部・研究
科、獣医学部・研究科、看護学部・研究科を独立、新たに情報学研究科を設置
（１学域 11学部 15研究科）

・ 2022年4月に開学 (2022年度入学者4,397人（学部・学科2,917人、大学院1,480人）

・ 学生数約16,000人 学部学生入学定員数で国公立大学全国第3位

3.  森之宮新キャンパスの整備

2025年度を目途に森之宮１期キャンパスを整備。キャンパスの集約化を順次、進める。
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(１) 中小企業支援機能・体制の強化に関する主な取組み

①中小企業支援機能の充実

○中小企業支援サービスの一元化
産業創造館に相談機能（「よろず支援拠点」「経営相談室」）を集約

⇒ ワンストップ化による利便性向上

○企業データベースの充実
両法人のサービス利用企業のデータベースを一元化

⇒ 産業局の多様な支援事業につなぎ企業課題を解決、情報発信強化

○支援機関連携（伴走型個社支援の強化）

⇒ 商工会・商工会議所等との連携により、地域特性に応じた中小企業の課題を解決

⇒ 府内信用金庫を「産業局アンバサダー」に任命、支援サービスを信金取引先に案内する
などプロモーション強化

138



②大阪府・大阪市交付金事業による支援機能強化

○産業局交付金制度の創設

⇒ 産業局の裁量を高め企業ニーズに応じた機動的な事業展開・事業間連携の促進による
支援効果向上 （令和3年度～）

令和2年度（名称は府市予算事業名で記載）

大
阪
府

国際ビジネス関係

海外事務所等運営費(負・補)

有望市場販路開拓促進事業費(負)

ものづくり支援関係

MOBIO推進事業費(直)

金属系新素材試作センター運営事業(補)

知財活動支援事業費(直)

ものづくりイノベーション等推進事業(直)

ものづくり企業販路開拓支援事業費(補)

ものづくり企業自社商品開発促進事業費(直)

スタートアップ関係

大阪グローイングアップ事業費(委)

成長志向創業者支援事業費(直)

クリエイティブ産業振興事業費(直)

大
阪
市

大阪産業創造館における中小企業支援事業(交)

産業振興・中小企業支援施策の企画サポート事業(委)

イノベーション人材の育成・流動化促進事業(委)

大阪トップランナー育成事業(委)

クリエイティブ産業創出・育成支援事業(委)

IoT・RT関連ビジネス創出事業(委)

グローバルイノベーション創出支援事業(委)

OIHシードアクセラレーションプログラム(委)

ソフト産業プラザ事業(委)

交
付
金

国際ビジネス支援事業

ものづくり支援事業

スタートアップ支援事業

その他（DX推進）

大阪府中小企業支援交付金

【総額2.3 億円(R4) 】（R3：2.2億円）

令和3年度以降

交
付
金

中小企業経営基盤強化・創業
・イノベーション創出等支援事業

※複数の委託事業を交付金に一元化

大阪市産業局事業交付金

【総額8.6 億円(R4) 】（R3：8.2億円）

※左表中、(委)は委託料、(補)は補助金、(負)は負担金を指し、

(直)は直接執行事業として産業局の関与がなかった事業を指す。 139



(2)活動成果

H31 （R1） R2 R3

売上の改善
府内企業調査値に
プラス37

府内企業調査値に
プラス20

府内企業調査値に
プラス23

営業利益の改善
府内企業調査値に
プラス32

府内企業調査値に
プラス16

府内企業調査値に
プラス17

雇用者数の改善
府内企業調査値に
プラス17

府内企業調査値に
プラス20

府内企業調査値に
プラス16

○大阪産業局を利用した企業の成果
（府内企業調査値との比較）

＊当該年度に大阪産業局の支援事業を利用した企業へのアンケート調査に基づく。
＊各値は、売上・営業利益・雇用者数の改善状況を表す。
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Å 2012 2
27

Å
2012 6 2013 8

10
2021 10

10

Å

Å

2012 2 2013 5
28

2013 10

Å 2013 4 2014 1

2014 4

Å 2013 7 2014 3

2014 3

É Ǣ 2012.ū.13ǱǚǢ ǛǊǙ

ǞǻǾ ǡ

ǡ Ǟ ȂǿǝƷ  ƻǣ ȅ ƾǈǝƷǛ ǚǀǝƷǻƹǝ ƾǗ ǝ∏ ǞǗƷ
Ǚ ǌǾǒǴ  ǡּז  Ǜ ƿ ǚ ȅ ¡

≠╢Ǣ ǚ Ǌ  ¤ ǛƷƹ ǡ ȅ ƻ Ǳǒ  ǡ ǲȅ ƻǒ
ƾǼ  ¤ Ǟ Ǜ ȅ Ʒ  ȅǛǽǱǛǴǒ¡
ǞƽǄǾ Ƿ ȅ ǛǊǙ  ¤ ƾǼ Ǟ Ǌ  ǡ ∏ȅ ǀƾǄǒǽ 

ǡ ȅ ǽ ǿǒ ȅ ¤ ǌǾǝǜǡ ǒǝ ǲȅ ǊǙƷǾ¡

È12É ȅ ƻǒ ǡ
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2021 3

Å 2012

Å 2025

Å

-
-
-

Å

Å

Å

Å

Å

Å

Å
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2013
2013 10

- 2011
- 2012
- 2013

2005
2015
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2016 4

2016 8

2016 10

-
-

2017 8
2017 11

2018 2

2018 12
2019 4

4 4 2019 4
2020 1

4
2020 3 2020 2

2020 6
2020

2020 10
2021 8

2021 10 2021 9
2022 4

150



- 2010 44 2012 10

-

-
-

-

-
-
-

2012 4

2012 6
2013 4

-

2013

2014 3 151



- 78.99 41 85.93 40
- 69.39 44 72.55 45

22
24
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37 2022 3
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Why Vision What Outcome

40
2012

28

2012 12

Kappo

2014

OSAKA

2020
2016 11

2013
136.6

Ҩ
2018

142.5
Ҩ

2019
138.0

β2020

β2022

2013
517

Ҩ
2017
1,367

Ҩ
2021
2,060

È13Éǐǡ

ӡ Ǟ ǌǾȍɂɜȱǡ ÈǐǡŦÉ
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Why Vision What Outcome

10

2019

2017

2025
2021

π
2016 86
Ҩ

2017  120
Ҩ

2021  9

π
2016 25
Ҩ

2018 40
Ҩ

2022 30

ӡ Ǟ ǌǾȍɂɜȱǡ ÈǐǡŧÉ
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Why Vision What Outcome

˸L/9

ӡ Ǟ ǌǾȍɂɜȱǡ ÈǐǡŨÉ
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Why Vision What Outcome

16 4.4

27 9.9

β2021

2013

2013

2013 21

41

613 1,807

Ӣ טּ ¤ȋºȭȔȏɜȠɔ ǡ
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Why Vision What Outcome

36 20

β
2021

2015

2016. 2021.
2021. 2026.

2014

2019

2022

ӣ ¤ ꞉ ǡ
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